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序

　国指定史跡払田柵跡は、管理団体の大仙市による環境整備事業も順調に進み、訪れる見学者

も年々増加しております。史跡の実体を解明するため、調査を継続している当事務所にとって

も、その成果をもとに復元された史跡公園に地域の方々が集い、ふるさとの誇りとなっている

ことは、喜びに堪えないところであります。

　平成24年度は、第８次５年計画の４年度として、長森丘陵部南側の沖積地を対象に第144次

調査を実施し、ほ場整備事業に関連した第145次調査にも協力してあたりました。また関連遺

跡の調査として、横手市雄物川町において、遺跡の試掘調査も行いました。

　第144次調査は142次調査に引き続いて大路地区北東側の沖積地を調査し、10世紀前半代の

大溝と盛土整地の跡の広がりを確認することができました。また大溝の北側には、ごく近接し

て掘立柱建物跡の一部と考えられる柱穴列が確認されました。第145次調査では、外柵の詳細

な位置が捉えられていなかった外柵北門周辺部において調査を進め、外柵外北西側における遺

構群の広がりが確認されましたが、北門については過去の耕地整理により不明瞭となっている

ことが分かりました。

　平成19年度から実施している関連遺跡の調査として、本年度も、横手市雄物川町造山地区を

対象に調査を行い、雄物川を臨む台地の西端部から奈良時代末頃の竪穴建物跡が確認され、ま

た縄文時代早期まで遡る遺構・遺物も確認されました。

　本書は以上のような調査成果とともに、史跡調査に関する普及活動などの成果をまとめたも

のであり、活用いただければ幸いと存じます。

　最後に、発掘調査ならびに本書作成にあたって指導と助言を賜りました、文化庁記念物課、

宮城県多賀城跡調査研究所に感謝申し上げますとともに、史跡管理団体である大仙市・大仙市

教育委員会、ならびに美郷町・美郷町教育委員会の御協力に対し、厚く御礼申し上げます。ま

た、関連遺跡の調査においては、土地所有者の方々および横手市教育委員会にも多大な御協力

をいただきました。感謝申し上げます。

　　平成25年３月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

　　　　　　　所　長　高　橋　　務
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例　言
１　本年報は、秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が平成24年度に実施した調査研究事業である、払

田柵跡第144次調査、関連遺跡の調査、及び調査成果の普及と関連活動の成果を収載したものであ

る。第４章には県営ほ場整備事業（本堂城回地区）に関連し、秋田県埋蔵文化財センターが実施

した第145次調査の成果概要を収載した。この事業に係る調査は３か年にわたり、調査成果につい

ては平成26年度に報告書を刊行予定である。また第５章には関連遺跡の調査として実施した、横

手市雄物川町造山地区の調査成果を収載した。

２　関連遺跡の調査は、横手市雄物川町造山字蝦夷塚　地内で実施し、新発見の遺跡「蝦夷塚北遺跡」

として登録された。

３　本報告書に使用した地形図等は、国土地理院発行25,000分の１地形図「六郷」（第１図）・米軍撮

影写真「USA－R270－13」（図版９上）である。そのほか第５章において、横手市教育委員会提

供の管内図等を使用した。

４　発掘調査並びに本年報作成にあたり、史跡払田柵跡調査指導委員である秋田大学名誉教授・秋田

県立博物館名誉館長　新野直吉氏、国立歴史民俗博物館名誉教授　岡田茂弘氏、富山大学名誉教

授　黒崎直氏、秋田大学理事（副学長）　熊田亮介氏から指導を賜った。

５　本年報を作成するにあたり、次の方々より有益な教示をいただいた。記して謝意を表する。

　浅野啓介・国武貞克（文化庁記念物課）　玉井哲雄・林部均（国立歴史民俗博物館）　中林隆之（新

潟大学）　渡部育子（秋田大学）　小泉和子（小泉和子生活史研究所）　伊藤武士・小野隆志（秋田

城跡調査事務所）　熊谷直栄・斉藤浩志・佐藤健太郎（大仙市教育委員会）　山崎文幸（大仙市仙

北支所）　龜井崇晃・山形博康（美郷町教育委員会）　信太正樹・島田祐悦（横手市教育委員会）

　以上　順不同・敬称略

６　調査に係る全ての資料は、秋田県教育委員会が保管している。

７　本年報は当事務所長の指導のもと、第４章を加藤竜が、その外を五十嵐一治が作成し、全体の編

集を五十嵐が行った。

凡　例
１　遺構等の実測図は、世界測地系（測地成果2000）による平面直角座標系第Ⅹ座標系を基準に作

成した。実測図・地形図中の方位は座標系を示し、磁北はこれよりＮ７°30′00″Ｗ　であり、真

北はＮ０°10′38″Ｅである。詳細は『払田柵跡調査事務所年報2005』（2006年３月刊）の第３章

第３節２を参照いただきたい。

２　土層断面図等の土色の表記は、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』（19版 1997年）に拠ったが、

本書の記述にあたり、土質（性）を重視して記載した。表記にあたり基本層序は、ローマ数字（Ⅰ、

Ⅱ･･･）、遺構堆積土はアラビア数字（１、２･･･）を使用した。また盛土・整地層をＭ、撹乱層を

Ｋとして略号表記した。
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第１図　払田柵跡周辺の古代～近世の遺跡
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第１章　遺跡の概要

　払田柵跡は、秋田県大仙市払田・仙北郡美
みさとちょう

郷町本堂城回に所在する古代城柵官衙遺跡である。遺跡

は雄物川の中流域に近く、大仙市大曲地区の東方約６㎞、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置する。

遺跡は、第三紀硬質泥岩からなる真山・長森の小丘陵を中心として、北側を川口川・矢島川（烏川）、

南側を丸子川（鞠子川、旧名 :荒川）によって挟まれた沖積低地に立地する。

  遺跡は、明治35・36年（1902・03）の千屋村（現美郷町）坂本理一郎による溝渠開削の際や、明

治39年（1906）頃から開始された高梨村（現大仙市）耕地整理事業の際に土中に埋もれ木があると

知られたことが端緒となっている。その後、この埋もれ木について地元の後藤寅之助（宙外）・藤井

東一（甫公）らが注目し、氏らによって歴史的遺産と判明された。

　昭和５年３月に高梨村が調査を実施したが、その中心となったのは後藤寅之助であった。さらに同

年10月に文部省嘱託上田三平によって学術調査が行われ、遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果

に基づき 、昭和６年３月30日付けで秋田県最初の国史跡の指定を受け、昭和63年６月29日付けで史

跡の追加指定がなされ、現在に至っている。史跡指定面積は899,380.97㎡である。

　払田柵跡周辺においては、1973（昭和48年）に「新農村基盤総合整備パイロット事業」が計画され、

史跡内の農道拡幅・新設・舗装、丘陵の公園化などが計画された。しかし文化庁からは、史跡内容が

未解明であり、許可判断の目安すらない状況であることから、指定地内の現状変更について不許可方

針が示され、同時に県が主体となり史跡内容を確認するため学術調査を継続することが不可欠である

ことが指導された。さいわいにも地元管理団体である仙北村および地域の人々の深い理解により、史

跡指定地内は開発計画から除外され、以後協議を重ねて県・村・国の三者による役割分担が行われた。

第一に秋田県は史跡の実体を解明するため、「秋田県払田柵跡調査事務所」（昭和61年４月「秋田

県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）を設置し、計画的に発掘調査を進める。これは史跡が２つの

自治体（旧仙北村および旧千畑村）に跨がって所在する点、および高度な行政判断を伴う専門性を考

慮した国の指導である。第二に地元仙北村（後の仙北町、現大仙市）は、史跡の重要な箇所を保護す

るために公有化を進めるとともに、学術的な調査成果に基づいた史跡公園として整備する。第三に国

（文化庁）は、村による土地公有化・環境整備事業、および県による学術調査事業について、長期的

な計画として指導するとともに、国庫補助事業として承認する。このように、地元自治体により公有

化された史跡の重要箇所が調査地として提供され、その調査成果の蓄積が環境整備事業に反映される

とともに、地域住民や県民、ひいては国民に活用される形で還元されるという、埋蔵文化財保護のモ

デルともいえる体制がつくられたのである。

　史跡は長森・真山を囲む外柵と、長森を囲む外郭線からなり、長森丘陵中央部には政庁がある。政

庁は板塀で区画され、正殿・東脇殿・西脇殿や付属建物群が配置されている。これら政庁の建物には

５時期（第Ⅰ～Ⅴ期）の変遷があり、創建は９世紀初頭、終末は10世紀後半である。政庁の調査成

果は昭和60年に報告書『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』として公刊された。

　一方、区画施設である外柵は、真山・長森の二つの丘陵を囲むようにしてあり、東西1,370ｍ、南

北780ｍの長楕円形で、標高32～ 37ｍ、総延長約3,600ｍ、外柵によって囲まれる遺跡の総面積は約
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878,000㎡である。外柵は１時期の造営で杉角材による材木塀が一列に並び、東西南北に八脚門が開

く。外郭は、長森を取り囲むようにしてあり、東西765ｍ、南北320ｍの長楕円形で、面積約163,000㎡、

最高地は標高53ｍである。外郭線の延長は約1,760ｍで石塁（南門脇）、築地塀（東・西・南の山麓）

と材木塀が連なり、東西南北に八脚門を配する。外郭線は全体に４時期にわたる造営が認められる。

なお外柵・外郭は、従来それぞれ外郭線・内郭と呼称されていたが、それまでの調査成果を踏まえ、

平成７年から呼び替えたものである。これら区画施設の調査成果は、平成11年に報告書『払田柵跡

Ⅱ－区画施設－』として公刊された。

　出土品には、須恵器・土師器・瓦質土器・緑釉陶器・灰釉陶器・青磁（越州窯系）・瓦・硯などのほか、

紡錘車・坩堝・羽口・支脚などの土製品、石帯・砥石・金床石などの石製品、鉄鏃・鎌・刀子・釘・

紡錘車などの鉄（銅）製品・鉄（銅）滓類、斎串・曲物・挽物・鋤・楔・絵馬（２点）などの木製品、

漆紙文書（６点）・木簡・墨書土器（朱書もあり）・箆書土器などの文字資料がある。

　木簡（刻字のある柵木15点を含む）は108点確認されており、「飽海郡少隊長解申請」「十火大粮二

石八斗八升」「嘉祥二年正月十日」などと記された文書・貢進用木簡があり、「別當子弟大伴寧人」「鹿

毛牡馬者」「矢田部弓取」「北門」「狄藻」（以上墨書）、「山本」「最上」「最上四」「禰木田」「一三□木

二」「全二」「行」（以上刻字）などの文字もある。

　墨書・箆書土器は556点出土・採集されており、一少隊御前下・大津郷・鷹空上・懺悔・小勝・音

丸・北門・北預・厨家・靫大・中大・中万・厨・官・舎・館・麿・宅・新・吉・秋・郡・千・主・

長・酒・安・賀・全・成・前・伴・部・左・文・名・上・下・矢・車・工・益・山・就・立・生・

平・延・圓・集・大・木・中・仲・犬・方・継・廰・舂・又・十・七・没（以上墨書）、「出羽

［　］郡□男賀凡酒坏」（篦書）などの文字が認められる。

　管理団体である大仙市は、昭和54年度から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い上げ

事業を進めており、昭和57年度からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。さらに平

成３年度から「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門跡や大路東建物跡、河川跡・橋梁の復元

整備、ガイダンス施設（払田柵総合案内所）の設置などを行い、さらに平成７年度からは「ふれあい

の史跡公園」事業により、政庁東方の官衙建物跡の整備などを実施した。10～ 12年度には外郭西門

跡の門柱及びこれに取り付く材木塀跡の復元整備を、13年度からは外郭北門から東門周辺の整備事

業を開始しており、本年度は外郭北門周辺の盛土整地を実施している。また、18年度より外郭北門

周辺の低地部には埋没遺材の保護管理を目的として水位計を６か所設置しており、継続的な水位の観

察が続けられている。

　なお、平成23年度までに実施した過去38年間の発掘調査面積は、秋田県埋蔵文化財センター（第

102・128・131・134・138・143次）・大仙市（旧仙北町）、美郷町（旧千畑町）調査分を含めて、

延べ51,768㎡（重複調査分を差し引くと実質48,801㎡）であり、史跡指定総面積のうちの5.4％にあ

たる。

払田柵跡事務所年報 2012



— 3 —

第１表　払田柵跡周辺の主な古代・中世・近世遺跡一覧

【第１表の註】
１　秋田県教育委員会1987『秋田県遺跡地図（県南版）』
２　秋田県教育委員会1981『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第86集
３　千畑町1986 ｢古銭発掘由来記｣『千畑町郷土史』
４　秋田県教育委員会1981『内村遺跡』秋田県文化財調査報告書第82集  
５　千畑町教育委員会2004『中屋敷Ⅱ遺跡』千畑町文化財調査報告書第６集  
６　千畑町教育委員会2004『十二遺跡・上飛沢遺跡』千畑町文化財調査報告書第７集 
７　秋田県教育委員会2005『厨川谷地遺跡』秋田県文化財調査報告書第383集
８　今村義孝校注1966『奥羽永慶軍記（上）（下）』人物往来社  
９　美郷町教育委員会2005『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町文化財調査報告書第１集
10　山崎文幸2004「秋田・観音堂遺跡」『木簡研究』第26号　木簡学会  
11　大仙市教育委員会からの情報提供による。
12　秋田県教育委員会2005『中屋敷Ⅱ遺跡』秋田県文化財調査報告書第384集  
13　美郷町教育委員会からの情報提供による。
14　秋田県教育委員会1996『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第267集
15　秋田県教育委員会2007『秋田県遺跡地図（仙北地区版）』
16　島田祐悦・高橋学2007「内村遺跡」『横手市史 資料編 考古』
17　美郷町教育委員会2008『城方小屋遺跡・森崎Ⅱ遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第６集
18　美郷町教育委員会2007『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第５集
19　美郷町教育委員会2008『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第７集
20　美郷町教育委員会2011『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第11集
21　山形博康2012「秋田・本堂城跡」『木簡研究』第34号　木簡学会

地図番号 遺跡名 所在地 備考 註
212-53-1 
434-54-1 払田柵跡 大仙市払田 

美郷町本堂城回
古代城柵官衙遺跡（９世紀初頭～ 10世紀後半）集落（縄文）、墓地（中
世）、城館（堀田城）

212-53-2 繁昌Ⅰ遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（木製品）：古代 1
212-53-3 繁昌Ⅱ遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（土師器･須恵器） 1
212-53-4 上高梨遺跡 大仙市高梨 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-5 堀田城跡 大仙市払田 真山丘陵を利用した中世城館跡 2･8
212-53-6 境田城跡 大仙市払田 中世城館跡：天正18年（1590）破却 2
212-53-7 杉ノ下Ι遺跡 大仙市横堀 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-9 鍛冶屋敷遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（土師器･須恵器） 1
212-53-13 四十八遺跡 大仙市上野田 遺物包含地（土師器･須恵器） 1
212-53-14 中村遺跡 大仙市上野田 遺物包含地（土師器･須恵器） 1
212-53-18 弥兵谷地遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（須恵器） 1
212-53-19 一ツ森遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（須恵器系陶器壺） 1
212-53-24 堰口遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（鉄滓） 15
212-53-25 田ノ尻遺跡 大仙市払田 遺物包含地（土師器･須恵器） 1
212-53-27 観音堂遺跡 大仙市板見内 近世集落跡、掘立柱建物跡、井戸等検出 10
212-53-28 北畑遺跡 大仙市北畑 中世集落・墓地、火葬墓、2005年発掘調査 11
212-53-29 一ツ森Ⅱ遺跡 大仙市堀見内 遺物包含地（須恵器）、2003年発見 11
212-53-30 八幡堂遺跡 大仙市板見内 遺物包含地（土師器、中近世陶器） 11
212-53-32 下川原遺跡 大仙市払田 遺物包含地（土師器）、1995年発見 14
434-54-2 本堂城跡 美郷町本堂城回 本堂氏の居館跡、2004年～確認調査 18･20･21
434-54-3 厨川谷地遺跡 美郷町土崎 埋蔵銭出土地（1915年≪大正４≫出土）古代祭祀遺跡、2001年発掘調査 3･7
434-54-4 中屋敷Ι遺跡 美郷町土崎 寺院跡 1
434-54-5 中屋敷Ⅱ遺跡 美郷町土崎 縄文・古代集落跡、2002・03年発掘調査 5･12
434-54-14 内村遺跡 美郷町千屋 古代集落跡、1980年発掘調査、中国産青磁出土 4･16
434-54-23 砂館跡 美郷町中野 城館跡 2
434-54-27 厨川谷地Ⅱ遺跡 美郷町土崎 中世以降？、2000年発見 9
434-54-28 厨川谷地Ⅲ遺跡 美郷町土崎 古代、2001年発見 9
434-54-29 下中村遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見、墨書土器出土 9
434-54-30 飛沢尻遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見、墨書土器・和鏡出土 9
434-54-31 下飛沢遺跡 美郷町土崎 古代、2002年発見 9
434-54-32 上飛沢遺跡 美郷町土崎 古代、2003年発掘調査、掘立柱建物跡検出 6
434-54-33 上館遺跡 美郷町土崎 中近世城館跡か、2002年発見 13
434-54-35 松ノ木遺跡 美郷町土崎 中世～近世、2003年の確認調査で柱穴確認 9
434-54-36 八幡殿遺跡 美郷町土崎 古代集落跡か、2003年確認調査 9
434-54-38 西館遺跡 美郷町本堂城回 縄文・古代、2005年発見 13
434-54-40 森崎Ⅰ遺跡 美郷町本堂城回 古代、2006年発見、墨書土器出土 19
434-54-41 城方小屋遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡、2007年発掘調査、柵列跡、土坑墓 17
434-54-42 北館遺跡 美郷町本堂城回 近世集落跡、2006年発見 13
434-54-43 森崎Ⅱ遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡、2007年発掘調査、竪穴住居跡 17
434-54-44 田町遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物散布地、2007年発見 13
※地図番号の212は大仙市管内、53は旧仙北町域を示し、434は美郷町管内、54は旧千畑町域を示す。

第１章　遺跡の概要
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第２章　調査研究事業の計画と実績

第１節　第８次５年計画の概要

　秋田県は、史跡払田柵跡の解明にあたるため、昭和49年４月に秋田県払田柵跡調査事務所を開設

し（昭和61年４月「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）、同年から５年で１単位の中期計画

を立案して継続的な発掘調査を毎年実施している。

　第１～２次５年計画（昭和49～ 58年度）では、主に「中枢施設の全面発掘」を行い、政庁域の建

物や区画施設（板塀跡）の配置、変遷を明らかにした。第３～５次５年計画（昭和59～平成10年度）

では、外柵・外郭の区画施設（築地・材木塀跡）や門跡、長森丘陵部東側の官衙域、外郭低地（主

に外郭南門～外柵南門跡間の南北大路周辺）の調査を行った。このように第１～５次５年計画によ

る25年間の発掘調査では、城柵官衙遺跡の中枢ともいえる政庁域と門跡を含む区画施設の様相把握、

及び柵内の一部地区（主に長森丘陵部東側、南北大路周辺）における遺構内容の解明が進められた。

　第６次５年計画（平成11～ 15年度）は、過去25年間の調査成果と派生する課題を踏まえ、その後

の調査や環境整備に資することを目的に、主に長森丘陵の各場にどのような施設が存在するのかを把

握しようとした。調査は長森丘陵部西側から開始したが、調査にあたり、トレンチ法を採用したこと

で結果的には、少ない調査面積で多くの情報を得ることができた。第６次５年計画で採用した調査手

法は、長森丘陵部における場の使われ方を予測することと、払田柵跡を適切に保存・管理し、活用す

るためにも有効であることを再確認した。

　第７次５年計画（平成16～20年度）では、「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の調査」

として、第６次同様の手法を用いて実施した。その中での重点区は、長森丘陵部北側、外柵地区南東

部（沖積地）、真山丘陵部であった。また、「払田柵跡関連遺跡の現況調査及び情報収集」という柵外

にも視野を広げた計画を掲げ、平成19年度には、横手市雄物川町で試掘調査を実施した。

　過去35年間の実績を踏まえ、払田柵内外の各地区における場の使われ方と詳細な遺構内容を把握

し、歴史的意義や特色を明確にすることを目指し、第８次５年計画は以下のように定めた。

（１）払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の調査

　調査対象地区は、払田柵跡内全域ではあるが、特に外柵地区と真山地区を重点地区として進める。

　①外柵地区（沖積地・微高地部）の調査

沖積地・微高地部の調査は、柵内南東部域を除くとほとんど行われていない。水田として作付け

が行われている地区であることから制限されることは多いが、「場の機能」解明のため、地権者の

同意を得た上でトレンチ調査を実施する。そのなかでも、長森丘陵部南西側裾部、及び柵内北西部

と北東部（本堂城回地区）・南部を重点地区とする。本堂城回地区は、ほ場整事業に伴う現状変更

対応の調査でもある。また、南部では河川が外柵材木塀と交差する箇所であることから、当時の景

観復元のため当該地区の調査も実施したい。
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　②真山地区の調査

払田跡創建期の内容解明にとって重要な真山地区の調査を実施する。小規模ではあるが遺構内容

確認調査を行う。

（２）払田柵跡関連遺跡の試掘調査等

払田柵跡の解明には指定地内の調査に加え、指定地外の同時代関連遺跡の調査が必要である。その

ために、関連資料・情報の収集、現地踏査を踏まえた上で試掘調査を実施する。

また、一連の作業・調査を通じて県内各市町村との連携を深め、当事務所が蓄積している史跡発掘

調査・研究についての実践的な技術指導、史跡の保存・活用に関する情報の提供等を行う。

第２節　本年度事業の計画と実績

　払田柵跡調査事務所が平成24年度に実施した事業は、第８次５年計画等に基づき、下記の項目を

設定し、実施・活動した。

（１）払田柵跡の発掘調査　　　（２）関連遺跡の調査　　　（３）調査成果の普及と関連活動

　本節では（１）についての調査計画及び実績の概要を記し、詳細は第３章に記録する。また県営

ほ場整備事業に係る事前調査について、調査次数（第145次）を附し、第４章に概要を記述する。 

（２）は第５章、（３）は第６章にそれぞれの概要を収録する。

　本年度の発掘調査は、次のような「平成24年度払田柵跡調査計画」を立案して調査を実施した。

発掘調査事業費は、総経費508万円であり、うち国庫補助額254万円（50％）、県一般財源254万円

（50％）である。

第２表　平成24年度払田柵跡調査計画表

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間・備考

第 144次 大路地区
（大仙市払田字仲谷地　地内） 遺構内容確認調査 250㎡ ５月 28日～８月 10日

※文化庁補助事業

第 145次 集落水田地区・外柵線地区
（美郷町本堂城回　地内）

県営ほ場整備事業に
係る事前調査

（用・排水路部分）
5,709.5㎡ ８月下旬～ 11月上旬

※文化庁補助事業
合　計 ２地区 5,959.5㎡

　本年度調査の実績は第３表のとおりである。

第３表　平成24年度払田柵跡調査実績表

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間・備考

第 144次 大路地区
（大仙市払田字仲谷地　地内） 遺構内容確認調査 101㎡ ５月 28日～８月 10日

※文化庁補助事業

第 145次 集落水田地区・外柵線地区
（美郷町本堂城回　地内）

県営ほ場整備事業に
係る事前調査

（用・排水路部分）
3,368㎡ ８月 20日～ 11月６日

（※文化庁補助事業）

合　計 ２地区 3,469㎡

　第144次調査は、外郭南門東方の沖積地に位置し、94次調査で検出したＳＢ1054掘立柱建物跡南側

における長森丘陵裾部の遺跡状況を把握するとともに、142次調査を補完する調査である。また145

次調査は、埋蔵文化財センターが実施した県営ほ場整備事業（本堂城回地区）に係る事前調査（用・

排水路部分）について、協力してあたったものである。

第２章　調査研究事業の計画と実績
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第３章　第144次調査の概要

第１節　調査の目的と調査区

　本調査は、第８次５年計画で示した「外柵地区（沖積地・微高地部）の調査」として実施した。調

査区は大路地区の中央北側、外郭南門の外側東60ｍに大路東建物として復元されたＳＢ1054掘立柱

建物跡の南側に隣接する沖積地である。当該地区は、平成５年に実施された第94次調査において、

南庇が付く桁行５間×梁行３間の東西棟掘立柱建物跡が確認され、大路西建物（ＳＢ1060掘立柱建

物跡）とともに、外郭南門外側の長森丘陵裾部の微高地に広がる官衙域として認識されている。そ

して平成23年に実施された第142次調査において、この掘立柱建物跡の南側で東西方向に延びるＳＤ

2001溝跡と、その南側に広がるＳＸ2002盛土整地地業が確認された。このことから、本調査は長森

丘陵南側裾部の詳細と微高地における遺構の有無、分布状況を探ることを目的とし実施した。今年度

は、東側調査区として第142次調査で確認した遺構の周辺及び詳細を把握し、西側調査区として大路

西建物の西側沖積地を調査する計画であったが、後述するように東側調査区で新たに掘立柱建物跡の

一部と考えられる柱穴列を検出し、その詳細を把握することを優先するために、今年度も西側調査区

の調査着手を見送った。

　調査区は旧水田であり、標高は33ｍほどである。調査を始めるにあたり、第142次調査で設定した

トレンチの西側に第１トレンチを、大溝跡の延長方向を把握するために第２トレンチ東・西及び第３

トレンチを、94次調査でＳＢ1054掘立柱建物跡の南西側に確認されていた柱穴列（ＳＢ1058掘立柱

建物跡）と関連する柱穴を確認するために第４トレンチを設定した。その結果、ＳＤ2001溝跡が第

１トレンチ内で南西側にやや曲流するものの、第２トレンチ東で小河道に合流し、そこから東側には

延びないこと、及びＳＸ2002盛土整地地業はＳＤ2001溝跡に北側を区画され、その南側に広く広が

ることが確認された。そしてＳＤ2001溝跡は長森丘陵裾部直下の沖積面に構築されており、北接す

る一段高い丘陵裾部から、掘立柱建物跡の一部を構成すると考えられる柱穴列（ＳＢ2026掘立柱建

物跡）が確認された。またその東端の柱穴（Ｐ１）は重複して新しいＳＫ2027土坑により壊されて

いることも確認された。

調査の経過は次のとおりである。

　５月28日、調査開始。機材を搬入し、調査区をトラロープで囲む。30日、第１トレンチの粗掘を開始。

公有化以前の土側溝が土砂利で埋められており、人力での掘り下げは困難を極める。６月４日、昨年

度確認したＳＸ2002盛土整地地業が西側に広がることを確認。７日、第１トレンチ北側にＳＤ2001

溝跡を確認。若干南西側に曲がる。ＨＩライン付近から南側では、洪水堆積物（Ⅳ層）が削平されず

に残る。11日、盛土整地地業の上面（Ⅴ②層の上位）付近に火山灰が散在することを確認。二次堆

積または撹乱面か。14日、大溝跡北岸に、プライマリーな火山灰を小規模ながら確認。南岸の整地

面とは様相を異にする。18日、大溝跡東側に設定した第２トレンチ東で、小河道を確認。北西隅に

丘陵裾部が確認され、小河道の流路が概ね想定した状況であることを確認。19日、大溝跡の覆土下

位から火山灰を確認。21日、大溝跡が、南北に拡大した状況を確認。また北岸に部分的な撹乱を確
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認（後にＳＫ2027土坑と判明）。29日、第２トレンチ西で大溝跡を確認。大溝跡の北岸が丘陵裾部、

南岸が盛土整地地業となっている。７月10日、第２トレンチ東で確認した小河道が、古代の段階か

ら流路として存在したことを確認。16日、調査区北側の管理用道路に沿って設定した第４トレンチ

から、３ｍ程度の間隔を持つ柱穴を２基確認。18日、小河道の東側に設定した第３トレンチまでは、

大溝跡が延びていないことを確認。第142次調査第３トレンチ北端の深掘り同様の堆積状況を呈し、

小河道以東が一段低い低湿な状況であることが再確認された。20日、第４トレンチで３基目の柱穴

を確認し、ＳＢ2026掘立柱建物跡とした。プランはトレンチ内で全体を確認できず、柱アタリも不

明瞭。８月６日、掘立柱建物跡の東端柱穴（Ｐ１）と重複して新しいＳＫ2027土坑が、ＳＤ2001溝

跡と重複して旧いことを確認。10世紀初頭直前にＳＢ→ＳＫとなることから、時間差はごく短期間か。

10日、すべてのトレンチを埋め戻し終了。調査区を現状復原し、調査の全工程を終了した。

第２節　検出遺構と遺物

１　基本層序
　昨年度実施した第142次調査と調査地区が同一のため、基本土層を準用した。トレンチ位置や堆積

土中の水分等により若干の変移はあるが、第１トレンチ北側（ＳＤ2001溝跡周辺）における層相は

次のとおりである。

第Ⅰ層  10YR3/3 暗褐色シルト、水田耕作土、客土

第Ⅱ層  10YR3/3 暗褐色シルト、鉄分多量含む、グライ化大、鋤床層、客土

第Ⅲ層  10YR2/2 暗褐色シルト、炭小粒少量含む、粘土小ブロック中量含む、近世耕作土か

第Ⅳ層  ５GY6/1 緑灰色粘質シルト、炭中粒中量含む、洪水堆積物

 ※Ⅳ層中の出土遺物については、下位ほど遺物が出土する傾向を示す。Ⅳ層は短時

間に堆積した洪水堆積物であることから、洪水により短時間のうちに一気に水位が

上がった際に地表面にあった遺物が巻き込まれ、粘土層として凝集・堆積した状況

を示していると考えられる

第Ⅴ①層  10YR3/2 黒褐色シルト、炭大粒多量含む、焼土大粒多量含む、粘土中粒多量含む、 

Ⅴ②層（整地層）の二次堆積した層

第Ⅴ②層  10YR3/2 黒灰色シルト、炭大粒多量含む、焼土大粒多量含む、粘土小ブロック多量

含む、硬く締まる、整地層

第Ⅴ③層  10YR2/1 黒色シルト、地山小粒多量含む、整地前の旧表土、丘陵裾部のⅤ層に相当

第Ⅴ④層  10YR2/1 黒褐色砂質シルト、地山小粒少量含む、炭小粒少量含む

第Ⅵ層  地山土

 ※【第２トレンチ東】2.5GY5/1 オリーブ灰色粗粒砂、砕屑物多く含む、10世紀第

１四半期以前の小河道に伴う河床面

２　検出遺構と遺物
　調査の結果、ＳＤ2001溝跡及びＳＸ2002盛土整地地業の広がりを把握することができた。すでに

第３章　第 144次調査の概要
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年報2011において概略を報告済みであるが、第144次調査における新たな知見等について改めて記載

する。

　ＳＤ2001溝跡（第４・５図）は第１トレンチ北端部のＨＬ～ＨＭ77～ 81グリッド、及び第２トレ

ンチ西で検出し、第１トレンチ東壁では約６ｍの開口幅を測るが、断面精査により、構築後に南北に

広がったことが確認された。前記した堆積土の観察からは、自然堆積ではあるが流水の影響はあまり

見られず、東側を南流する小河道のような、砂質土の堆積は見られない。また第１トレンチと第２

トレンチ東との比較では、南流する小河道の方が若干低くなっている。南岸はＳＸ2002盛土整地地

業となっているが、今回初めて確認した北岸では丘陵裾部の一段高い面（第94次調査におけるＳＢ

1054掘立柱建物跡などの遺構確認面。盛土整地下位のⅤ③層に相当）から構築されていることが確

認された。つまりＳＤ2001溝跡は、20cm程度の比高差を有する長森丘陵裾部の南端に沿って構築さ

れ、その際、比高差を補整するかのようにＳＸ2002が造成された状況を呈している。第142次調査の

所見と同様、覆土は最終的に火山灰降灰後の洪水堆積物（Ⅳ層）に覆われるが、144次調査の第１ト

レンチは丘陵裾部に近く、142次調査の１トレンチより若干高くなるため、層厚は薄くなる傾向を示

す。また開田による削平も大きいため、覆土上位の肩部にレンズ状に堆積した火山灰が、Ⅳ層に沿う

様に確認された。Ⅳ層の下面（溝としての最終機能面）からは、142次同様埋没した完形土師器坏が

複数点確認されていたが、今回の調査では、Ⅳ層上面においても堆積物が凝集する前に容れられたと

思われる完形土師器坏が出土した。このことから、広範なⅣ層堆積を引き起こした大洪水への「鎮め」

等の祭祀が執り行われた可能性も考えられる。

　第２トレンチ東では、第142次調査第３トレンチで確認した小河道の上流部が確認された。小河道

はトレンチの北東側から南流しており、予測された流路方向と概ね整合する。隣接する第２トレンチ

西ではＳＤ2001溝跡が東側に広がりながら前記した小河道まで延びる状況が確認された。しかし小

河道の東側にあたる第３トレンチではＳＤ2001溝跡は確認されず、142次調査第２トレンチ北端の深

掘り部分同様の土層が確認されたため、ＳＤ2001溝跡はこの小河道を東限として、西側に取り付く

形で構築されたものと考えられる。第１トレンチ西壁の土層断面観察では、緩やかに南西方向に曲流

しており、外郭南門前面に広がる長森丘陵裾部を巡る様に構築された可能性が高い。

　ＳＤ2001溝跡からは、須恵器坏・甕、黒色土器坏、内黒土師器坏、土師器坏・甕・鍋、木製品（曲

物底・燃えさし・加工木）、焼粘土塊、羽口、鉄滓が出土した。須恵器坏には転用硯も含まれ、墨書

土器は不確定なものも含め、底部「厨」墨書須恵器坏が４点出土した。

　ＳＸ2002盛土整地地業（第３～５図）は第１トレンチのＨＥ～ＨＬ80～ 81グリッド及び第２トレ

ンチ西の南端（ＨＬ77）で検出され、第142次調査で予測した分布範囲と概ね整合する。ＨＩライン

以北では、Ⅳ層が開田時の削平により失われており、耕作土が直接、整地層を覆っている。またＨＩ

ライン以南では、丘陵裾部から離れて下がる地形となるため、整地層全体がⅣ層に覆われ良好な状態

で遺存している。Ⅳ層は第１トレンチ北端のＳＤ2001溝跡までを広く面的に覆うが、地形的に一段

高くなる丘陵裾部には到達していない。ＳＸ2002盛土整地地業の最上面には、整地土が撹乱を受け

て移動した二次堆積層（第Ⅴ①層）が部分的に存在し、上方からの撹乱により白色火山灰ブロックが

上下に幅を持ってスポット状に混入した部分も確認できた。しかし盛土整地の上面（第Ⅴ②層上面）

からは柱穴等の明確な遺構は確認できず、また整地面としてもそれほど締まりは無く、整地（地固め）

払田柵跡事務所年報 2012
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よりも盛土（嵩上げ）を目的とした造営の可能性も考えられる。造成土中には遺物が多数含まれてい

るが、粉砕された破片が大部分である。

　ＳＸ2002盛土整地地業からは、須恵器坏・蓋・甕、瓦、黒色土器坏、内黒土師器坏、土師器坏・甕・

鍋・羽釜、塼、木製品（箸、燃えさし、加工木）、羽口、鉄滓が出土した。須恵器坏・甕及び土師器

坏には転用硯も含まれ、墨書土器は底部「□」（厨ｶ）墨書土師器坏などが出土した。第10図５のよ

うに両面を丁寧に磨き、鋭い刃物を用いて沈線が施文された皿？も出土した。緑柚陶器の写しかもし

れない。またモモ核も出土し、地鎮等の祭祀に伴う可能性も考えられる。第12図５は凝灰岩から切

り出し成形された㙛である。同様の㙛は外郭西門東側や政庁からも出土している。

　出土遺物及び十和田ａ火山灰と考えられる白色火山灰の検出状況から、第142次調査の所見同様、

大溝跡及び盛土整地事業は、10世紀初頭に構築されたものと追認され、後述するようにＳＢ2026掘

立柱建物跡及びＳＫ2027土坑はそれ以前の所産と考えられる。

ＳＢ2026掘立柱建物跡（第３・13図）

　ＳＢ2026掘立柱建物跡は、プランの一部ではあるが、史跡の管理用道路に沿って設定した第４

トレンチのＨＮ78～80グリッドから、隅丸方形の柱穴が3.1～3.2ｍ程度の間隔で２間分、東西に

並んで３基が確認された、掘立柱建物跡の一部と考えられる柱穴列である。長森丘陵裾部のＳＢ

1054A･B、1055、1058掘立柱建物跡などと同様の遺構確認面（沖積面の第Ⅴ③層に相当）に構築さ

れたものと考えられるが、上面は近世までに開田等による削平を受けている。ＳＤ2001溝跡の北側

に隣接し、溝跡を挟んでＳＸ2002盛土整地地業と相対する。東及び西側に連続する柱穴を精査した

が、東側は第２トレンチ東で確認した小河道により、また西側は沢目により低湿となっており、連続

する柱穴は確認できず、東西２間の柱列として確認された。いずれの柱穴もプランの全容を把握でき

ておらず、特に西端の柱穴（Ｐ１）は、重複して新しいＳＫ2027土坑により大半が壊されている。

中央及び東端の柱穴（Ｐ２・３）を段下げし、東端の柱穴（Ｐ３）を半截した。平面規模は約90cm

の隅丸方形で、確認した深さは84cmであった。土層断面には柱アタリと思われる痕跡があるもの

の、段下げ後の平面観察では不明瞭であったため、来年度以降、プランの全体を確認したうえで、抜

き取り痕も含めた検討が必要である。

　柱列がさらに南側に展開する可能性については、ＳＫ2027土坑を介して重複し新しいＳＤ2001溝

跡があり、確認できなかった。しかし溝跡の南側に広がるＳＸ2002盛土整地地業も同時期の造成で

あるため、柱列が存在するとすれば盛土整地前の一段低い低湿・軟弱な面（第Ⅴ③層）への構築とな

るため、確認した３基の柱穴列が、地形的に一段高く安定した丘陵裾部の南端に構築された、最も南

側の柱穴列と思われる。

　この柱穴列は、第94次調査で確認されたＳＢ1058とされた２基からなる柱穴列を基準とした方眼

に合致する。所見では東側に展開する柱穴を確認できなかったため、北東隅から２基の柱穴と考えら

れていたが、隅柱から東へ約6.3ｍ離れて別の柱穴が検出されており、それらと一連の掘立柱建物跡

を構成する可能性も考えられる。その場合、最大で梁行２間、桁行３間の南北棟となるが、間に史跡

の管理用道路を挟んでいるため詳細は不明である。

　西端の柱穴（Ｐ１）は、ＳＤ2001溝跡と重複して旧いＳＫ2027土坑により掘形の大半が失われて

おり、断面観察と合わせ、【ＳＢ2026掘立柱建物跡→ＳＫ2027土坑→ＳＤ2001溝跡】という【旧→新】

第３章　第 144次調査の概要
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関係となるため、10世紀初頭以前の構築と考えられる。

　遺物は、半截したＰ３確認面から須恵器甕が、覆土から土師器坏・甕が出土した。

ＳＫ2027土坑（第４・14図）

　ＳＫ2027土坑は、第４トレンチのＨＬ･ＨＮ80･81グリッドで確認された、ＳＢ2026掘立柱建物跡

西端の柱穴（Ｐ１）と重複して新しい土坑である。土坑は柱穴の南西側２／３程度と重複し、さらに

現代の井戸により中央を撹乱されている。表土下に埋設された暗渠排水管が遺構直上で交差している

ため、詳細を調査できなかった。確認した規模は、南北3.3ｍ以上、東西2.3ｍ以上で、サブトレンチ

で確認した深さは50cm程度であるが、井戸開削による撹乱が大きく詳細は不明である。周囲は丘陵

裾部から沖積面が一段下がる部分で、さらに沢目も入っており、湧水が著しい。ＳＢ2026掘立柱建

物跡西端柱穴（Ｐ１）の柱抜き取りの際に掘り込まれた抜き取り穴、もしくはその作業に関係した土

坑の可能性も考えられる。土坑中央に掘り込まれた井戸の撹乱中央には、径20cmほどの塩化ビニル

製パイプが２ｍほど埋設されており、遺構の確認面付近が地下水面となっている。

　土層断面の観察により、南側に隣接するＳＤ2001溝跡とも重複しており、溝跡より旧いことが確

認された。前述したとおり溝開口幅の拡張はあるものの、ＳＫ2027土坑がＳＤ2001溝跡よりも前、

10世紀初頭以前（十和田ａ火山灰降灰前）に構築されたことがうかがえる。

　遺物は、須恵器高台付坏・壺、土師器坏・甕が出土した。

遺構外出土遺物

　遺構外からの出土遺物としては、縄文土器、剥片、須恵器坏・甕（・転用硯）、黒色土器坏、内黒

土師器坏、土師器坏・甕・鍋、木製品（箸・篦・刀形？・加工木）、羽口、鉄滓、銭貨、須恵器系中

世陶器、近世以降の遺物が出土した。

　第１トレンチは、北側にＳＤ2001溝跡、その南側にＳＸ2002盛土整地地業が広がるため、遺構以

外からの出土遺物は、北端部及び第Ⅲ層以上からの出土遺物となる。須恵器系中世陶器擂鉢が出土し

た。

第２トレンチは東・西に分かれるが、東は大半が小河道、西はＳＤ2001溝跡となる。東からは箸、

モモ核、西からは縄文土器、鉄滓が出土した。

第３トレンチは盛土整地も施されない低い沖積面である。他のトレンチに比して少ないが、一定量

の遺物が出土した。

第４トレンチはＳＤ2001溝跡北岸に並行する、一段高い丘陵裾部に位置し、縄文土器、剥片、須

恵器甕（・転用硯）、土師器鍋、木製品（箸・篦・刀形？・加工木）、羽口、モモ核が出土した。第

16図８は刀形の断片と考えられるが、全体に墨が塗布されていた可能性がある。
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第６図　ＳＤ2001溝跡　出土遺物（１）
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第７図　ＳＤ2001溝跡　出土遺物（２）
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２

３

０ 10cm

１

遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第６図１ SD2001 埋土 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 － (6.5) － 底部墨書「□」（厨ｶ）

第６図２ HL81（SD2001） Ⅴ層 RP1 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 黒灰色 － 5.3 － 底部墨書「厨」、第４図

第６図３ SD2001 内 Ⅳ層 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 黒灰色 － (6.2) － 底部墨書「厨」

第６図４ SD2001 埋土 須恵器 坏 － － 回転糸切り 灰白色 － (6.4) － 底部墨書「厨」

第６図５ SD2001 埋土 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － (8.8) － 転用硯

第６図６ SD2001 埋土 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り にぶい橙色 － 8.0 －

第６図７ HN77 SD2001 須恵器 甕 平行タタキ 青海波アテ具 － 灰色 － － －

第６図８ HM80 SD2001 RP1 須恵器 甕 平行タタキ 平行アテ具 － 褐灰色 (17.4) － － 第４図

第６図９ HM81 SD2001 RP4 須恵器 甕 平行タタキ ナデ － 灰色 － － － 転用硯、第４図

第７図１ SD2001 埋土 内黒土師器 坏 ロクロ ミガキ→黒色処理 回転糸切り にぶい黄橙色 － 5.4 － 柱状高台風

第７図２ SD2001 埋土 内黒土師器 高台付坏 ロクロ ミガキ→黒色処理 回転ヘラ切り にぶい黄橙色 － (7.0) －

第７図３ HL81 SD2001 RP11 内黒土師器 高台付坏 ロクロ ミガキ→黒色処理 回転糸切り にぶい黄橙色 － (5.0) － 第４図

第７図４ SD2001 埋土 土師器 坏 ロクロ ロクロ － にぶい黄橙色 － － － 体部外面墨書「□」

第７図５ HL81 SD2001 RP18 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (12.4) (4.2) 3.9 焼き良い、第４図

第７図６ HM81 SD2001 RP6 Ⅳ層上面 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 12.2 3.9 5.2 Ⅳ層上面への納置、第４図

第７図７ HL80 SD2001 RP1 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 11.5 5.2 4.5 灯明皿、焼け歪み大、第４図

第７図８ HM81 RP15 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 12.0 5.1 4.0 Ⅳ層上面への納置、焼け歪み
大、第４図

第７図９ HL80 SD2001 RP2 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 13.0 4.8 5.1 第４図

第７図10 HM81 SD2001 RP8 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (12.3) 5.9 4.0 灯明皿、第４図

第７図11 HM81 SD2001 RP1 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 14.9 5.2 6.2 灯明皿、第４図

第７図12 HL81 SD2001 RP9 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 褐色 14.7 6.1 5.1 灯明皿、焼け歪み大、第４図

第７図13 SD2001 埋土 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (13.6) 5.5 4.2

第７図14 SD2001 埋土 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 14.3 (6.5) 4.7

第７図15 HM81 SD2001 RP3 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 － (5.5) － 第４図

第８図１ HM81 Ⅳ層 土師器 甕 ロクロ ロクロ － にぶい黄橙色 (23.6) － －

第８図２ HL81 SD2001 RP15 土師器 甕 ロクロ→ケ
ズリ ロクロ － にぶい黄橙色 － (8.0) － 第４図

第８図３ HL81 SD2001 Ⅴ②層 土師器 鍋 ロクロ→ケ
ズリ ロクロ － にぶい黄橙色 － － －

第９図１ HJ81 SD下 Ⅴ層上面 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － 8.0 － 底部墨書「厨」

第９図２ HF81 Ⅴ層 須恵器 坏 ロクロ ロクロ － 灰白色 － － － 体部外面墨書「□」

第９図３ HI80･81 Ⅴ②層 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り にぶい黄橙色 － 8.8 －

第９図４ HK81 Ⅴ層上面 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － 6.8 － 転用硯

第９図５ HJ81 Ⅴ②層 須恵器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － (8.4) － 転用硯

第９図６ HI81 Ⅴ層上面 須恵器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 灰色 － (6.4) －

第９図７ HJ81 Ⅴ②層 須恵器 蓋 ロクロ ロクロ － 灰色 － － － 転用硯

第９図８ HJ81 Ⅴ②層 須恵器 蓋 ロクロ ロクロ － 褐灰色 (14.0) － －

第９図９ SD2001 南岸 須恵器 壺 ロクロ ロクロ － 灰色 (21.0) － －

第９図10 HF81 RP1　Ⅴ層 須恵器 横瓶 平行タタキ 青海波アテ具 － 灰色 － － －

第８図　ＳＸ2001溝跡　出土遺物（３）
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遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第10図１ SD2001 南岸 黒色土器 坏 ミガキ→黒
色処理 ミガキ→黒色処理 回転糸切り 黒色 (11.4) (4.6) 4.4

第10図２ HF81 Ⅴ層 黒色土器 高台付坏 ミガキ→黒
色処理 ミガキ→黒色処理 回転糸切り 黒色 － (6.0) －

第10図３ HL81 Ⅴ層 黒色土器 高台付坏 ミガキ→黒
色処理 ミガキ→黒色処理 回転糸切り 黒色 － 5.6 － 灯明皿

第10図４ HE81 Ⅴ層 内黒土師器 高台付坏 ロクロ ミガキ→黒色処理 回転糸切り にぶい黄橙色 － － － 底部墨書「□」

第10図５ HL81 Ⅴ層上面 黒色土器？ 皿？ ミガキ ミガキ － 褐灰色 － － － 緑柚陶器の写しか

第10図６ HI81 Ⅴ②層 土師器 坏 ロクロ ロクロ － 灰白色 － － － 体部外面墨書「□」

第10図７ HF81 Ⅴ層上面サブ
トレ 土師器 坏 ロクロ ロクロ － にぶい黄橙色 － － － 体部外面墨書「□」

第10図８ HE81 Ⅴ層上面サブ
トレ 土師器 坏 － － 回転糸切り にぶい黄橙色 － 8.6 － 底部墨書「□」（厨ｶ）

第10図９ HH81 Ⅴ層上面 土師器 坏 － － 回転糸切り にぶい黄橙色 － － － 底部墨書「□」

第10図10 HF81 RP3　Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい橙色 － 4.8 － 灯明皿

１

２

３ ４

５

６

７

８

９

10（縦位）

10（横位）

０ 10cm

第９図　ＳＸ2002盛土整地地業　出土遺物（１）
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第10図　ＳＸ2002盛土整地地業　出土遺物（２）

遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第10図11 SD2001 南岸 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい橙色 (12.4) (5.1) 4.8

第10図12 HJ80 RP2（RP5同一）
Ⅴ②層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (13.4) 5.8 3.5

第10図13 HJ81 RP2 Ⅴ層上面 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 12.8 5.7 4.0 焼け歪み大

第10図14 HJ81 RP1 Ⅴ層上面 土師器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (14.3) 5.3 4.0

第10図15 HE81 RP1　Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 13.9 4.6 5.6

第10図16 HE81 Ⅴ層上面～
サブトレ 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (11.6) 5.2 4.9 灯明皿

第10図17 HF81 Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 13.0 4.7 4.8 灯明皿

１ ２ ３

４

５

８ ９

10 11

６
７

12 13

15 16
17

14

０ 10cm
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第11図　ＳＸ2002盛土整地地業　出土遺物（３）

１
２ ３

４ ５

８

９

10

11

６

７
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０ 10cm

１

２

３

４

５

０ 10cm
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１

２

３

４

５

０ 10cm

第12図　ＳＸ2002盛土整地地業　出土遺物（４）

遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第11図１ HE81 Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (13.0) 5.0 4.95
第11図２ HI81 Ⅴ層上面 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (11.6) 3.8 4.05

第11図３ HJ81 Ⅴ層上面 To-a
レベル 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (12.8) (5.2) 5.8 灯明皿

第11図４ HF81 Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい橙色 13.4 5.3 4.8 焼き良い

第11図５ HF81 Ⅴ層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい橙色 (12.7) 5.7 5.4 焼き良い

第11図６ HK81 Ⅴ層上面 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (12.6) 4.9 4.6 灯明皿

第11図７ HF81 RP2 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 橙色 (15.0) (5.6) 6.9 焼き良い

第11図８ HK81 Ⅴ層上面 土師器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 － 6.4 －

第11図９ HJ81 RP3　Ⅴ層上
面 土師器 甕 ロクロ ロクロ － 橙色 (24.0) － －

第11図10 HJ81 Ⅴ層上面 土師器 羽釜 ロクロ ロクロ － 灰黄褐色 － － － ミニチュア？

第11図11 HJ81 SD下 Ⅴ層上面 土師器 鍋 ロクロ ロクロ － にぶい黄橙色 － － －

第11図12 HI81 Ⅴ層 土師器 鍋 ロクロ→ケ
ズリ ロクロ － にぶい黄橙色 － － －

第12図１ HL81 Ⅴ層 塼 － － － － 黒褐色 － － － 焼粘土

第12図２ HJ81 Ⅴ層上面 瓦 丸瓦 （凸面）－ （凹面）－ － にぶい黄橙色 － － －

第12図３ HH81 Ⅴ層上面 瓦 丸瓦 （凸面）ケズリ （凹面）布目 － にぶい黄橙色 － － －

第12図４ HK81 Ⅴ層上面 瓦 平瓦 （凸面）正格
子タタキ （凹面）－ － にぶい黄橙色 － － －

第12図５ HK81 RQ2　Ⅴ②層 塼 － 切り出し成形 － － にぶい赤褐色 － － － 凝灰岩質、切り出し成形

第３章　第 144次調査の概要
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ＲＰ１

ＳＫ2027

ＳＢ2026（P１）

ＳＤ2001

第４トレンチ

現代ＳＥ

ＨＯ80

第１トレンチ

Ⅲ相当 10YR3/1 黒褐色粘質シルト 近世耕作土 志野等出土 
K1  10YR4/1 褐灰色シルト 粘土大粒多量含む 枡埋設時の

撹乱土 
K2 昭和K起源の撹乱土 
K  10YR2/1 黒色シルト 炭大粒中量含む 粘土大ブロック

含む 井戸掘形 
SK2027 地山大～中粒少量含む 粘質土 Ⅴ層相当 
Ⅴ相当 ＳＸ2002のⅤ③層に対応する遺構面

第14図　ＳＫ2027土坑

Ⅴ上　2.5GY3/1 暗オリーブ灰色粘質シルト 炭小粒中量含む To-a少量含む 洪水堆積物
　　　第142次第２トレンチ深掘りと同様 
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遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第15図１ HN78 (SB2026 
SKP3) RP1 須恵器 壺 ロクロ ロクロ － 灰色 (13.0) － － 第13図

第15図２ SK2027 埋土 須恵器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － 8.8 － 転用硯、二次被熱？

第15図３ HN81（SK2027） RP2 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 － 6.2 － 第14図

第15図４ HN80（SK2027） RP1 須恵器 壺 ロクロ ロクロ － 灰色 － － － 第13・14図

第16図１ HN77　２トレ西 Ⅴ層相当 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 灰色 － － － 厨川谷地に類例有り

第16図２ HN81 Ⅴ層相当下位 須恵器 壺 ロクロ ロクロ － 灰色 － － －

第16図３ HN81 Ⅴ層相当 須恵器 甕 平行タタキ 青海波アテ具 － にぶい黄橙色 － － －

第16図４ HN81 RP1　Ⅴ層相
当 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 橙色 12.4 6.0 4.0 第14図

第16図５ HM81 西サブトレⅤ
②層 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 12.5 4.7 5.0

第16図６ HN81 Ⅴ層上面 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (18.0) (7.0) 6.1

第16図７ HI81 Ⅴ②層 土師器 甕 ロクロ→ケ
ズリ ロクロ － にぶい黄橙色 (19.6) － －

第16図８ HN81 Ⅴ層 木製品 刀形 － － － － （19.4） （3.6） 1.2 長×幅×厚、全面に墨痕有り

１

２ ３

４

０ 10㎝

第15図　ＳＢ2026掘立柱建物跡　ＳＫ2027土坑　出土遺物

払田柵跡事務所年報 2012



— 25 —

１

２

３

４ ５ ６

７

８

０ 10cm

第16図　遺構外出土遺物（１）

第３章　第 144次調査の概要



— 26 —

１ ２
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６ ７

８ ９

０ 10cm

第17図　遺構外出土遺物（２）

遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第17図１ HJ81 SD 底土 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 (14.4) (9.0) 3.2

第17図２ HN80 現代SE カクラン中 須恵器 高台付坏 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り 灰色 － (8.4) － 転用硯

第17図３ HN81 Ⅲ層 須恵器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り 灰色 － 7.4 －

第17図４ HN78 Ⅲ層相当 須恵器 甕 平行タタキ 平行アテ具 － 灰色 － － －

第17図５ HF81 Ⅳ層 須恵器 壺 ロクロ ロクロ － 灰色 － － －

第17図６ HH81 Ⅳ層下面 土師器 坏 － － 回転糸切り にぶい黄橙色 － － － 底部墨書「□」

第17図７ HE81 Ⅳ層 土師器 皿 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (10.5) 4.6 2.3 柱状高台風

第17図８ HM76 RP1　Ⅲ '層 土師器 皿 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 9.5 5.2 2.8 第５図

第17図９ HI81 SD底土 土師器 坏 ロクロ ロクロ 回転糸切り にぶい黄橙色 (12.2) 5.2 5.2 灯明皿
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第３節　小結

調査区周辺の微地形

　調査の成果、ＳＤ2001溝跡及びＳＸ2002盛土整地地業の広がりが確認され、その性格について新

たな知見が得られた。

　洪水堆積物によるⅣ層は、長森丘陵裾部には到達せずに、直下の沖積面までを広く覆い、ＳＤ

2001溝跡はこの裾部を巡るような位置に構築されている。丘陵裾部は緩やかに南に傾斜し、その縁

辺まで開田等による削平は及んでいる。第94次調査で検出されたＳＢ1054掘立柱建物跡やＳＢ1058

掘立柱建物跡とＳＢ2026掘立柱建物跡の遺構確認レベルとは、最大１ｍ程度の比高差を有している

が、Ⅳ層がこれらの確認面まで到達した可能性は低いと考えられる。

　ＳＸ2002盛土整地地業は、溝の構築と同時に南岸の一段低い面を補整するように、そして北岸と

同程度の高さになるよう20cm程度の厚さを保ち、造成されていることが確認された。また小河道以

東となる第３トレンチ付近では、盛土整地を伴わずに、厚く覆われた沖積面となっており、第142次

調査第３トレンチ北端同様、火山灰の上にはⅣ層以下60cm程度の堆積となっている。

　ここ数年来の長森丘陵南側沖積地の調査成果により、火山灰の河川氾濫原内における流失及び丘陵

裾部または微高地における面的広がりが確認されているが、第３トレンチ以東は火山灰が面的に残る

ものの、氾濫原に隣接する最も低い低湿な沖積面（低位段丘）と考えられる。そして第２トレンチ東

の堆積状況により、この小河道が９世紀代にはすでに流路となっていたことも追認されたが、接続す

るＳＤ2001溝跡の覆土には河川由来の砂質堆積物がほとんど見られない。つまり溝から小河道の方

向へ流下した可能性が高いと考えられる。今後もＳＤ2001溝跡の西側への調査を継続し、丘陵裾部

及び整地面との関係を精査し、明らかにしていきたい。

外郭南門東方官衙域の立地と性格

　外郭南門東方官衙域においては、第94次調査でＳＢ1054掘立柱建物跡周辺から、「調米」木簡及び丸・

平瓦が、そして「厨」墨書土器が７点（須恵器坏５点、土師器坏２点）、「官」墨書土器が６点（須恵

器坏３点、土師器坏３点）出土した。昨年度の第142次調査では丸・平瓦が出土、木簡２点及び「厨」

墨書土師器坏が１点、「官」墨書土師器坏が１点出土した。そして今回の調査でも丸・平瓦が出土、「厨」

墨書土器が６点（須恵器坏５点、土師器坏１点）出土した。その外、香炉蓋や緑秞陶器の写しと思わ

れる土器も出土している。

　外郭線の外側に所在するこの官衙域には、政庁正殿に準ずる規模を有する、大型の東西棟南庇建物

（ＳＢ1054掘立柱建物跡）が造営され、創建期から９世紀前半代（概ね政庁Ⅰ期、外郭線Ａ期に相当）

に機能し、その後はＳＢ1055掘立柱建物跡へ変遷したものと考えられている。９世紀中頃には外柵

が機能を失い、外郭線が最も外側の囲郭施設になるものの、10世紀代に至っても外郭南門の外側に

南西官衙域が設けられる。つまり外柵滅失後も外郭線外側に官衙域は維持され、大路の東側から西側

に移動したと考えられていた。しかし昨年度来の調査により、東方官衙域においても10世紀初頭に

構築された大溝跡及び盛土整地地業が確認され、10世紀代においても継続的に東方官衙域が機能し

ただけでなく、大路の東西が、広く官衙域として使われていた可能性が高くなってきた。

　「調米」木簡について、出羽国では陸奥国と並んで国府に調を留め置き、蝦夷への饗給の財源とし

第３章　第 144次調査の概要
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て使用したことが『延喜式』に規定されており、付近から多く出土する瓦や希少な器種の土器、一揃

えとして使用されたと思われる「厨」墨書土器の出土など、特徴的な遺物が集中するこの建物周辺は、

蝦夷への饗給等に直接的に関連する区域であった可能性が想定される。その場合、厨家も付近に存在

するとともに、盛土整地が丘陵裾部の微高地から拡張された広場としての造成面であった可能性も想

定できるかもしれない。今後もより広い範囲を面的に調査し、精査を進める必要がある。

外郭南門外側に広がる官衙域

　ＳＢ2026掘立柱建物跡は、第94次調査で確認されたＳＢ1058掘立柱建物跡を基準とする方眼に合

致し、梁行２間×桁行３間の南北棟となる可能性も考えられる。そして西端の柱穴（Ｐ１）は、ＳＤ

2001溝跡と重複して旧いＳＫ2027土坑により大半が壊されていた。柱穴列は丘陵裾部に沿って構築

された最も南側の柱穴列となる可能性が高く、そして周辺は地形的な転換点になっており、丘陵下に

地下水が滲出する地点となっている。

　厨川谷地遺跡を含む払田柵跡周辺沖積地の調査から、９世紀後半代から10世紀前半代にかけて、

周辺域での降水量が増加し、複数の厚い洪水堆積物により沖積面が覆われたことが知られている。地

形的特徴は古代と変わっていないと考えられるため、現在も地下水が滲出するこの地点は、沖積地に

比較して高く安定した地盤であるとはいえ、柱穴構築の際にもすでに地下水が滲出して泥濘な状況で

あったことは想像に難くない。場合によっては、ＳＢ2026掘立柱建物跡が、滲出する地下水及び泥

濘な状況により短期間のうちに解体、撤去された可能性も想定される。

　一方、ＳＢ2026掘立柱建物跡がＳＢ1058掘立柱建物跡と一連の建物である場合、東西棟で推移す

る東方官衙域において、南北棟となる建物は異質であり、むしろ大路西側の南西官衙域に類例が求め

られることから、10世紀初頭に造営されたとされる南西官衙域の建物に関連（または先行）する可

能性も考えられる。その場合、ＳＢ2026掘立柱建物跡は、ＳＤ2001溝跡及びＳＸ2002盛土整地地業

と同時存在はしないものの、ＳＢ2026掘立柱建物跡が、10世紀初頭の政庁Ⅲ期に合わせた官衙施設

整備の際、前代に倣って東方官衙域の南（丘陵末端）側を選地したものの、地下水による影響が看過

できずに短期間のうちに解体し、代替地として大路の西側（南西官衙域）に移動した可能性は考えら

れないであろうか。そしてＳＢ1054掘立柱建物跡の機能を引き継ぐ施設を南西官衙域に造営するこ

とにより、狭まった外郭南門外（南側）の丘陵裾部について、東方へ盛土造成し、饗給等に直接関連

する広場として拡張・造成した可能性も出てくるのではないだろうか。

　前記したとおり、ＳＤ2001溝跡は丘陵裾部を巡る様に構築されており、南側の盛土整地を区画し

ていることから、地下水あるいは沢目などからの湧水を滲出させて小河道へと導き、盛土造成した範

囲への地下水の影響を断つための排水路として構築された可能性も想定される。

　第８次５年計画で取り上げられた丘陵周囲沖積地の調査であるが、丘陵裾部の微高地部と河川氾濫

原とが分けられ、外郭線外に広がる官衙域について新たな様相が明らかになりつつある。沖積地部の

調査については今次計画において総括できるまでには至っておらず、第９次５年計画以降も継続して

取り組むことが必要である。

　いずれにしても隣接する仮整備地（管理用道路・盛土芝張り地）の一部についても、必要に応じ面

的に広げた調査が必要となるため、中期的な年次計画について国・県・市と調整を密にしながら進め

ていきたい。

払田柵跡事務所年報 2012
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第１トレンチ北　調査状況
（南から）
昨年度実施した第142次と同じ範囲を
調査対象とし、内容的にも補完しあう
調査。管理用道路に沿って整備前の排
水路が確認されたが、整地面をわずか
に削平した程度であった。

第１トレンチ北　調査状況
（南東から）
ＳＤ2001溝跡は緩やかに南西へ曲流す
る。第142次で確認した位置より若干高
くなるため、Ⅳ層の堆積も相対的に薄
くなるが、削平も大きい。丘陵裾部か
ら常に地下水が滲出し、低湿である。

ＳＤ2001溝跡　火山灰検出状況
（北西から）
ＳＤ2001溝跡の覆土から検出された
火山灰。溝は構築後に南北に拡張され、
火山灰は拡張後の比較的下位に堆積す
る。

図
版
１
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ＳＤ2001溝跡　サブトレンチ調査
状況（東から）
Ⅳ層はＳＤ2001溝跡の最終機能面を直
接覆う。当時、開口部に完形土師器坏
を含む多くの土器類が容

い

れられた状態
であったと思われる。

ＳＤ2001溝跡　南岸状況（東から）
ＳＸ2002盛土整地地業はＳＤ2001溝跡
により北側を区画され、同時に構築さ
れた施設と考えられる。岸に当たる面
には粘土塊が多く入れられ、造成も強
固となっている。

ＳＸ2002盛土整地地業上面　火山
灰検出状況（東から）
盛土整地の上面は、本来の造成土が撹
乱等の影響を受け、二次的に動いた層
（Ⅴ①層）であるが、火山灰がブロック
状に堆積する部分もある。

図
版
２
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第２トレンチ東　丘陵裾部状況
（南東から）
第142次で確認した小河道の上流側を
検出。想定どおり北東方向に延びる。
長森丘陵斜面の湧水から下刻する小河
道と思われ、この小河道以東は低位段
丘となり、ＳＸ2002盛土整地地業の東
限ともなっている。

第２トレンチ西　完掘状況
（北西から）
ＳＤ2001溝跡の東端付近。以東は小河
道に合流し、この部分では開口幅がか
なり広がっている。南岸は盛土整地面
となっている。

第２トレンチ東・西　調査状況
（南から）
ポンプで排水する前の地下水位の状況。
上流から流れる小河道側では、砂質土
の堆積が特徴的だが、溝跡の覆土には
ほとんど確認されない。溝側では一定
の水位はあるものの、止水状態であっ
たと思われる。

図
版
３
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第３トレンチ　完掘状況
（北西から）
小河道以東では、ごく少量の遺物が出
土するものの、盛土整地は施されない。
第142次第２トレンチ同様、一段下がる
低位段丘となり、火山灰は60cm程度下
位に確認される。

ＳＢ2026掘立柱建物跡　調査状況
（西から）
復元された大路東建物に沿って東西に
第４トレンチを設定したところ、３基
並んだ柱穴列を確認した。丘陵裾部の
末端となるが、開田等により直上まで
削平されている。

ＳＢ2026掘立柱建物跡（Ｐ２）　
段下げ状況（北から）
中央の柱穴。確認面直上まで撹乱が迫
る。覆土は動かされているようだが、
柱アタリははっきりとしない。ＳＤ
2001溝跡は南側に１ｍ弱の距離である
が、同時存在しない。

図
版
４
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ＳＢ2026掘立柱建物跡（Ｐ３）
段下げ状況（西から）
東端の柱穴。隣接する第２トレンチで
もう一間の広がりを精査したが、小河
道に運ばれた低湿な砂質土となり、検
出されなかった。

ＳＢ2026掘立柱建物跡（Ｐ３）
半截状況（西から）
東端の柱穴を断ち割った状況。覆土は
動かされているようだが、やはり柱ア
タリははっきりしない。地下水が滲出
する。確認面に須恵器壺破片とともに
礫が堆積していた。

ＳＫ2027土坑周辺　確認状況
（北から）
ＳＢ2026掘立柱建物跡の西端の柱穴
（Ｐ１）は、ＳＫ2027土坑によりほとん
どが壊されていた。この土坑もさらに
現代の井戸により撹乱されている。地
下水の滲出部に位置し、常に低湿である。

図
版
５
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ＳＫ2027土坑　調査状況（西から）
土坑はＳＢ2026（Ｐ１）と重複して新
しいが、同時にＳＤ2001溝跡と重複し
て旧い遺構でもある。柱穴列と溝が並
行するが、新旧関係は明らかである。

ＳＫ2027土坑　調査状況（南から）
土坑の規模は大きいが、掘り込みは浅
い。付近は丘陵からの地下水が常に滲
出する裾部であり、常に泥濘な状況で
ある。

第144次調査区　近景（南東から）
外郭南門に東接する、築地塀外側の官
衙域であるが、南西官衙域を含め、丘
陵裾部に広がる微高地上には遺構空白
域が多い。外柵滅失後も継続使用され
る外郭線外側の施設群について、今後
も調査を進める必要がある。

図
版
６
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第４章　第145次調査の概要

第１節　調査に至る経過

昭和40年代後半における経緯については前述したとおりである。平成に入ると、史跡の東側にあ

たる土崎・小荒川地区においても、農業経営の大規模化と農地の大区画整理、農道・用排水網の整備、

農地の集団化による農家経済の安定向上を目指したほ場整備事業が、再び計画された。

同地区の計画は平成８年に示され、史跡内の現状変更について仙北町（現大仙市）教育委員会、県教

育庁文化課（現文化財保護室）、文化庁記念物課、高梨土地改良区、仙北平野土地改良事務所（現仙北

地域振興局農林部農村整備第二課）、県農政部（現農林水産部）農地整備課の間で随時協議が行われ、

平成12・13年度の２か年にわたり、旧仙北町が事業主体となって第２次保存管理計画の策定が行わ

れた。

平成15年度に入り、試掘、発掘、事業の進め方や現状変更許可申請手続きについて、事業に関係

する担当者間での打ち合わせを進め、最終的には保存管理計画書に明記された「公共公益事業におけ

る既存施設の改修」にあたる箇所のみを整備することで合意した。その既存施設とは、道路・用水路・

排水路であり、当該ほ場整備事業区域（対象面積72,589㎡）において、対象となる施設が占める面積は

9,967㎡と算定された。

これを受けて県教育委員会は、平成15年末に確認調査（第124次調査）を実施した。第124次調査は、

ほ場整備事業対象区全域を対象とした試掘であり、これは今後の調査に向けての遺構・遺物の分布や

遺構面までの深さ、堆積土の状態を確認することを目的とする性格上、払田柵跡調査事務所が担当し

た。

第124次調査の成果を受けた協議を経て、本調査は平成16年度から３か年で実施することとし、ま

たほ場整備事業に係る事前調査であることから、秋田県埋蔵文化財センターが担当し、払田柵跡調査

事務所が協力する体制をとることにした。また、現状変更許可にあたっては、「調査によって重要遺

構の存在が明らかになれば、工事の設計変更を行い、遺跡の保存を図るものとする」という前提とし

た。なお本調査に際して調査次数を与えることとし、平成16年度を128次調査、平成17年度を第131

次調査、平成18年度を第134次調査とし、平成19年度に調査報告書を刊行した。

平成18年度、史跡北東側の百目木地区においても「本堂城回地区農地集積加速化基盤整備事業」

が計画されるに至ったが、土崎・小荒川地区と同様、保存管理計画に従って用水路・排水路などの改

修を対象とすることになり、当該ほ場整備事業区域の対象面積は121,000㎡と算定された。県教育委

員会は、平成20年11月４日から12月25日まで、払田柵跡調査事務所の協力のもと、埋蔵文化財セン

ターが担当して確認調査（第138次調査）を実施した。翌21年度には事業工程と調査工程の調整・準備

を進めたが、地元との綿密な調整が必要となり、事業開始年度が平成23年度と変更された。

　平成22年度には工程の詳細を再度協議し、ほ場整備事業に対応する本調査は23年度から３か年で実

施することとした。すなわち平成23年度に外柵東門周辺地区、24年度に外柵北門周辺地区、25年度に

両地区の暗渠施工部分を調査することとし、平成26年度に最終的な調査報告書を刊行する計画である。
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平成 23年度には、第 143次調査として 2,883㎡を対象に調査を行い、実質精査面積は 1,217㎡で

あった。

平成24年度には、県教育委員会教育長から３月26日付けで発掘調査の実施を条件に附した用排水

路設置工事について、文化庁長官あてに現状変更申請を進達し、４月20日付けで現状変更許可が通知

された(1)。そして平成24年８月20日より、第145 次調査として発掘調査を実施することとなった(2)。

註

第２節　調査区の立地と調査経過

１　調査区の立地
　調査対象地区（３か年合算分）は払田柵跡北東側の沖積地にあり、水田（一部は転作畑）・宅地として

現在も利用されている。

　第145次調査区はほ場整備事業区域の北側、美郷町本堂城回字百目木に所在し、標高は33.9～36.8ｍ

である。平成24年度に改修対象となった用排水路部分の調査と同時に、次年度に暗渠施工が計画さ

れた外柵北門推定地についても現況把握を目的として調査を実施した。今回の調査区は払田柵跡中地

区割りのＮ・Ｊ地区の２地区に跨ることから中地区割名は使用せず、前回調査（第143次）で使用し

た地区番号を引き継ぐ形で、８～20区の13地区に分割した。なお、ほ場整備事業区域のうち、12・

13区西端の史跡範囲から外れる部分については、美郷町教育委員会が工事立ち会いで対応した。合

算した対象面積は5,603.9㎡であるが、実質的に精査した面積は3,368㎡であった。

２　調査経過
　第145次調査の経過等を発掘調査日誌の記述から抜粋する形で述べる。

　平成24年８月20日、調査開始。調査員と作業員を２つの班に編制し、12区・20区ともに西端から同

時に着手した。12区の現況は土側溝で、遺構確認面までの坪掘りを先行して行ったが、掘削深度が深

いため、重機を併用して掘削を行うことにした。20区では既設側溝設置に伴う撹乱を除去しながら、

壁面および底面で遺構確認を進める。側溝設置の際に地山面よりも深く撹乱が及んでいた。21日、20

区西端にある横断暗渠７号の立ち会い調査。大きく撹乱されていた。23日、12区の調査と平行して

13区西端から調査を開始。表土下には旧表土と見られるプライマリーな黒色土の堆積が認められ、

そこから土師器・須恵器を主体に多くの遺物が出土した。27日、仙北地域振興局農林部農村整備第

二課の伊東技師、埋蔵文化財センター利部調査班長、施工業者の木村建設工務部松田工事係長来跡。

以後、毎週３者立ち会いの下調査進捗状況について確認することにした。28日、13区西端部におい

て土坑・柱穴を多数検出。20区では河川跡（SL2136）から、土師器・須恵器等の遺物が多数出土。瓦

（ １）現状変更許可申請後、仙北地域振興局から工事計画内容の変更が通達された。これを受けて教育委員会から８月29日付
けで現状変更（発掘調査）計画内容変更書を提出し、９月20日付けで文化庁から承認が通知された。この際、工事対象面積
が5,709.5㎡から5,625.1㎡へ変更された。

（ ２）調査の結果、計画路線内の２か所（15区）において外柵材木塀が検出され、当該地区における工事は不可能と判断され
た。仙北地域振興局は施行取り止め区間を迂回する新規路線を計画し、これを受けて教育委員会から11月16日付けで現状変
更（発掘調査）計画内容変更書を提出し、12月13日付けで文化庁から承認が通知された。この際、工事対象面積は5,625.1㎡
から5,603.9㎡へ再度変更された。新規路線分については平成25年１月18日から30日にかけて立ち会い調査を実施した。

払田柵跡事務所年報 2012
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と墨書土器も含まれていた。文化財保護室高橋主任学芸主事来跡。29日、16区南西端にある横断暗

渠５号の立ち会い調査。暗渠設置の際に撹乱されており、遺構・遺物とも確認されなかった。

　９月３日、12区において重複する３つの河川跡（SL2038～2040）を確認。このうちSL2040からは多

数の土師器・須恵器とともに斎串を含む木製品が出土した。５日、13区の土坑・柱穴集中地点の東側

において、平行かつほぼ等間隔に並ぶ溝跡を多数検出。畑畝間の可能性が考えられる。19区の調査を

開始。重機による掘削を行うが、全体的に地山面付近まで撹乱が及んでいる。６日、作業員の健康診

断を実施。７日、20区の調査を完了。10日、17・18区の西端部から調査開始。堆積状況は13区と共通し

ており、黒色土から遺物が多数出土した。14日、13区の隣接地で稲刈りが始まるため、９か所の出

入口について調査を先行し、引き渡した。19日、13区において外柵推定ラインとの交点付近で溝跡

を検出し、精査を開始。布掘り溝跡の可能性も考えられたが、上部が削平されており不明確である。

24日、16区の調査を開始。土坑・柱穴・溝跡のプランが確認された。26日、９区の調査を開始。現

況は土側溝で、地山面まで撹乱されている。河川跡プランが複数確認された。28日、10・15区の調

査を開始。10区の現況は土側溝で、地山面まで撹乱されている。河川跡プランが複数確認された。

15区では外柵ラインとの交点に先行してトレンチを入れ、２か所で外柵の材木塀を検出した。

　10月２日、外柵北門推定地にかかる８区の調査を開始。南北方向に幅１ｍのトレンチを２本設定し、

掘削を進めたが、遺構は確認されなかった。仙北地域振興局伊東技師、木村建設松田係長、文化財保

護室高橋主任学芸主事、払田柵跡調査事務所五十嵐学芸主事、埋蔵文化財センター利部調査班長が来

跡し、外柵検出状況を確認。当初設計通りの施行は不可能であると判断し、今後の対応について協議

した。12日、16区の調査を完了。16日、８区に設定した２本のトレンチ間に、外柵北門推定位置を中

心に幅４ｍのトレンチを新たに設定して掘削を開始。18日、11区の調査を開始。現況は土側溝で、地

山面まで撹乱されている。仮設道路工事の都合上残っていた17・19区および10区の調査を完了。19

日、15区西側で検出した材木塀の記録作成を完了。養生を施して埋め戻した。22日、８区に設定した

東西トレンチを南北とも４ｍ分拡張し、掘削を進めたが、外柵北門に関連する遺構は確認されなかっ

た。調査地点の田面は大きく削平されており、北門はすでに滅失している可能性が高い。24日、12区

にかかる横断暗渠３号の立ち会い調査。河川跡２か所を検出し、精査を開始する。片方の河川跡（Ｓ

Ｌ2136）からは多数の土師器・須恵器とともに、平瓦が１点出土した。14区の調査を開始。水路設置

時に大きく撹乱されており、近世以降の陶磁器が出土している。18区の調査を完了。25日、14区南西

端にあるの横断暗渠１号の立ち会い調査。下水道工事による撹乱が著しい。29日、払田柵跡調査指

導委員視察。11区東端部にある横断暗渠８号の立ち会い調査。地山面まで撹乱されていた。11区の

調査を完了。30日、13区の調査を完了。31日、12区東端にある横断暗渠２号と９・10区の間にある横

断暗渠９号の立ち会い調査。どちらも撹乱を受けており、遺構・遺物ともに確認されなかった。８区

の埋め戻しを行う。

　11月１日、９・12・14区の調査を完了。５日、15区の調査を完了。発掘機材の撤収を行う。

　平成 25年１月 18日、文化財保護室により、15区の新規路線部分の立ち会い調査を開始。遺構・

遺物ともに確認されず、25日に完了。28日、17区西端にある追加部分の立ち会い調査。遺構・遺

物とも確認されなかった。29日、18区西端にある追加部分の立ち会い調査開始。遺構・遺物とも確

認されず、30日に完了。本年度の野外調査は全て終了した。

第４章　第 145次調査の概要



— 40 —

S
2

T
34

T
17

T
1
6

T
1
5

D
.3

36

3
6

3
7

3
7

35
.2

35
.2

35
.1

3
6
.4

3
6.

2

3
6.

1

3
6
.0

35
.9

36
.0

35
.9

3
5
.8

3
5.

7

3
4
.4

3
4
.9

3
5
.9

35
.7

3
5
.2

33
.9

3
5.

5

35
.4

35
.4

3
5.

3

3
5.

4

3
5
.6

3
5.

5

35
.5

35
.4

35
.3

3
5.

2

35
.2

3
5.

8

3
5.

6

35
.4

3
5.

4

35
.4

35
.4

3
5
.2

3
5
.1

35
.0

35
.3

3
5.

3

3
5
.3

3
5
.3

3
5.

2

3
5
.4

3
5
.4

3
5.

1

35
.0

42
.3

4
2
.5

42
.7

4
2
.4

3
6
.1

36
.5

36
.7

3
6.

6

35
.9

3
5
.8

3
6.

3 3
6
.3

36
.3

3
6.

3

3
7.

1
3
6
.8

36
.2

3
5.

4

3
6.

8

3
6.

5

3
6
.5

3
6.

4

3
5
.3

3
5.

8

3
5.

8

3
6.

3

37
.5

3
6.

3

35
.9

37
.2

3
7
.0

37
.7

3
5
.5

35
.7

3
5.

5

35
.6

3
5
.8

3
6.

3

36
.3

3
6.

4

3
6
.6

36
.7

3
6
.9

3
7
.0

3
6.

8

3
6
.8

3
7
.3 37

.3

3
6
.7

3
6
.7

3
6
.5

3
6
.5

3
6
.9

3
6
.6

36
.8

37
.0

3
7.

0

36
.6

37
.1

3
7
.0

3
6
.5

3
6
.7

3
6.

9

36
.9

3
6.

6
36

.5

3
6
.3

3
6.

0

35
.2

3
5
.0

35
.6

3
5
.8

3
5.

8

35
.3

35
.6

3
5.

3

35
.4

3
5.

0

3
5.

4

3
5
.6

3
5.

6

3
5.

6

3
5.

9

3
5
.9

3
5.

5 3
5
.7 35

.8

3
5.

8

3
5.

9

3
6.

1

3
5
.6

35
.5

35
.8

35
.8

35
.9

3
5.

9

36
.2

36
.4

3
5.

5
35

.5
3
5
.5

3
6.

0

3
6
.0

3
6
.3

3
6
.3

3
6
.4

36
.5

3
5
.4

3
5.

5

35
.5

3
5.

6

36
.2

3
6.

2

36
.4

3
6.

6
3
6
.8

3
6.

9
3
6.

9
3
6.

9

35
.4

3
6
.8

36
.7

3
6.

9

3
6.

8

3
6
.7

3
6
.4

3
6
.3 36

.5

35
.9

3
6
.8

3
6.

9

3
6.

6

36
.7

3
6.

8

36
.4

3
6
.3 3

6
.8

3
6
.7

36
.9

36
.8

3
6.

7

3
6.

5
3
6.

5 3
5
.9

3
5.

9

3
6
.3

3
6
.7

36
.7

3
6.

2

36
.0

3

36
.9

1

Ｗ

Ｗ

Ｗ

T
11

35

35
.0

33
.9

3
5.

6

3
5
.5

3
5
.4

3
5.

7

3
5.

6

3
5
.5

3
4.

6

3
4.

9

35
.3

3
4.

8

34
.9

3
5.

6

3
5
.4

3
5
.2

34
.0

3
4.

3

3
4
.4

35
.8

3
5
.6

3
5.

2

3
5
.3

3
5
.1

34
.8

3
4.

8

34
.7

3
4.

7

34
.5

3
4
.3

35
.2

35
.2

3
5
.2

35
.1

3
5
.1

35
.0

3
4
.8

3
5.

2

3
5
.1

3
5
.0

3
4.

9

3
4
.9

3
4
.6

34
.6

3
4
.7

3
5.

0

34
.9

3
4
.8

34
.8

3
5.

0

35
.3

3
5
.2

3
4
.6

3
4
.9

3
5.

43
5
.3

3
5
.2

3
5
.0

0

Ｗ

美郷町

鍜治屋敷

外柵北門

終末処理場

本堂地区

百目木

美郷町

本堂城廻

外郭北門

百目木
外郭東門

NT50
OA50

D3

S2

B25

B26

B27

B28

B38

ANO.12

ANO.13

10 区
9 区

8 区

12 区

13 区

11 区
14 区

15 区
16 区

17 区

18 区
19 区

20 区

12 区

13 区

SL2046
SL2045SL2044

SL2038

SL2037

SL2039 SL2040

SL2041
SL2042 SL2036

SL2028

SL2029

SL2032

SL2031
SL2030

SL2035

SL2033

SL2034

SD2107
SL2115 SL2116

SL2117

SL2036

SL2118

SL2043

SL2044 SL2045 SL2046
SD2119

SD2120

SA2121

SA2122

SL2123

SL2124

SK2125

SKP2126
SK2127

SD2128

SL2129

SL2129

SL2130
SL2131

SD2132

SL2130

SK2134

SK2133

SL2135

SL2136

SKP2047 ～ 2049 SKP2050 ・ 2053 ～ 2059

SK2051 SK2052

SKP2061 ・ 2062 ・ 2064 ・ 2065 ・ 2067

SK2060 SK2063 SK2066

SD2068 ・ 2069 ・ 2071

SK2070

SK2106

SKP2108 ～ 2114

SD2072 ～ 2182

SD2083 ～ 2104 SD2105

13 区拡大　Ｅ13 区拡大　Ｄ13 区拡大　Ｃ

13 区拡大　Ｂ13 区拡大　Ａ

Ｅ

Ｄ
Ｃ

Ｂ
Ａ

ＯＡ

ＮＡ

ＰＡ

ＱＡ

ＲＡ

ＳＡ

００２０４０６０８０００ ２０４０６０８０ ００

地区名
長さ
（ｍ）

平均幅
（ｍ）

対象面積
（㎡）

調査面積
（㎡）

工　区　名

－

106.3 

91.6 

62.9 

392.7 

508.1 

106.8 

422.5 

110.9 

309.4 

306.5 

212.8 

253.2 

2883.7 

８区

９区
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12区

13区

14区

15区

16区

17区

18区

19区

20区

合計

－

1.8 

0.8 

2.0 

2.7 

1.5 

1.1 

1.9 

1.4 

1.4 

1.7 

1.5 

2.0 

－ 

500.0 

191.3 

73.7 

128.4 

1076.9 

762.2 

117.5 

798.6 

157.9 

439.2 

523.8 

329.8 

504.6 

5603.9 

180 

74 

48 

57 

618 

405 

118 

748 

129 

232 

216 

220 

323 

3368 

北門地区

小用水路10号

小排水路9-1・9-2号、横断暗渠９号

小用水路11号、横断暗渠８号

小排水路7-2号、横断暗渠2・3号

小排水路1-3号

小用水路1-1・1-2号、横断暗渠１号

小排水路2-2・2-3・2-4号

小用水路3-1号、横断暗渠５号

小用水路3-2・3-2-2号

小用水路６・6-1号

小排水路4-2号、小用水路５号

小排水路4-1・4-2号、小用水路５号、横断暗渠７号
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小排水路7-2号、横断暗渠2・3号

小排水路1-3号
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小用水路3-1号、横断暗渠５号
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第３節　調査の概要

　第 145次は、ほ場整備事業に対応した３か年計画の２年目の調査である。正報告は３年分をまと

めて収載する予定であり、本節では調査のあらましを略報する。

１　検出遺構と遺物
　検出された遺構は、材木塀（外柵）２条、溝跡 42条、土坑 11基、柱穴 24基、河川跡 30か所である。

各地区で検出された遺構は次のとおりである。

　８区：河川跡２か所。９区：河川跡３か所。10区：河川跡４か所。11区：検出遺構なし。12区：

河川跡 11か所。13区：土坑７基、溝跡 40条、柱穴 23基、河川跡７か所。14区：検出遺構なし。15区：

材木塀（外柵）２条、河川跡２か所。16区：土坑２基、溝跡１条、柱穴１基。17区：河川跡３か所。

18区：土坑２基、溝跡１条、河川跡３か所。19区：検出遺構なし。20区：河川跡１か所。

　出土した遺物には、土師器、須恵器、墨書土器、瓦（丸瓦・平瓦）、木製品（鍬・斎串ほか）、鉄製

品がある。出土量は中コンテナ（容積 18㍑）で 12箱である。

２　小結
　調査対象となった水路は、７地点で外柵推定ラインと交差している。このうち外柵北門から西方に

直線距離で約 270 ｍと約 300 ｍ離れた２地点（ともに 15区）において材木塀を検出した。これらの

検出地点は、昭和５年調査時の実測平面図に基づく外柵ラインとほぼ整合する位置にある。同様に、

外柵北門の西約 120 ｍ、東約 190 ｍの２地点では材木塀を設置した布掘りの可能性ある溝跡を検出

しているが、その他の交差地点では何も検出されなかった。外柵北門から東西に延びる材木塀は、北

門の西約 125 ｍ（第 138次調査Ｎ６区）と東約 410 ｍ（第 59次調査Ｃ区）の地点で検出されているが、

その間の外柵ラインについては今回の調査でも確定には至らなかった。

　なお、改修する水路部分の調査と同時に外柵北門部分（８区）の調査も行ったが、昭和 40年代の

耕地整理により大きく削平された状況が確認され、従来の指摘通り、すでに滅失した可能性が高いも

のと考えられる。

　15区の材木塀検出地点から北（外側）に 50 ｍほど離れた 13区西端部においては、柱穴と土坑が

まとまって検出されている。柱穴のうち１基では、柱痕跡中から土師器甕と須恵器甕の破片が重なっ

た状態で出土しており、建て替えなどに伴う儀礼行為の結果と考えられる。柱穴出土遺物は 10世紀

初頭に属する可能性が高い。またこれら土坑・柱穴集中地点の東側には多数の溝跡が平行にほぼ等間

隔に並んでおり、畑畝間の可能性が考えられるが、帰属時期については不明である。

　今回調査対象となった外柵北門周辺の沖積地は、払田柵跡の中でも調査事例が少なく、遺構の分布

状況は不明確であった。外柵の外側において、規模や形態は不明ながら、外柵消滅後に建物が存在し

たことを示す柱穴が確認されたのは一つの大きな成果と言えよう。

払田柵跡事務所年報 2012
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第145次調査区　遠景（南→）
政庁より外柵北門方面を臨む。

15区　ＳＡ2121外柵材木塀（東→）
角材列の検出状況。

15区　ＳＡ2122外柵材木塀（南→）
水田造成と暗渠設置により柵木の大部
分が失われている。

図
版
7

第４章　第 145次調査の概要
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13区　ＳＫＰ2057柱穴（北→）
柱抜き取り後に須恵器甕と土師器甕の
大型破片を重ねて埋納した状況が確認
された。

13区　溝跡群確認状況（東→）
幅の狭い溝跡が平行に、ほぼ等間隔に
並ぶ。畑畝間の可能性が考えられるが、
詳細な時期は不明である。

８区　推定外柵北門地点（南→）
地山面が大きく削平された状況が確認
された。

図
版
8
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第５章　関連遺跡の調査

第１節　調査に至る経過

平成21年度に始まる第８次５年計画では、払田柵跡内の調査に加え、「払田柵跡関連遺跡の試掘調

査等」も実施することを掲げている（第２章参照）。これは第７次５年計画（平成16～ 20年度）に

おいて初めて、「払田柵跡関連遺跡の現況調査」として明文化したもので、関連遺跡とは、払田柵跡

の実体解明には欠くことのできない「雄勝城」をはじめ、附属寺院・官衙・集落・生産施設・墓地な

どである。

具体的な調査としては平成17年度の実地踏査に始まり、雄勝郡・旧平鹿郡のうち羽後町と横手市

雄物川町を対象とした。この地区には、雄勝城が造営された８世紀代の古墳・須恵器窯跡・集落跡が

集中しており、平成17年度に雄物川町末館地区、18年度には羽後町上鴨巣地区および雄物川町内山・

矢神・造山地区周辺の踏査を実施した。そして19年度には雄物川町造山地区を対象とし、初めて試

掘調査を実施した。調査の結果、造山字十足馬場地内から新たに８世紀後半代の集落跡を発見し、十

足馬場南遺跡として新規登録・周知し、『払田柵跡調査事務所年報2007』に「関連遺跡の現況調査及

び試掘調査」として報告した。

平成20年度は、正報告書『払田柵跡Ⅲ－長森地区－』刊行を控えていたことから、試掘調査は行

わず踏査と資料・情報収集を予定していた。５月に羽後町田沢字川向地区を対象に１日間踏査を実施

し、資料・情報収集作業は通年、断続的に実施した。ところが、横手市雄物川町におけるほ場整備事

業に係り、市教委が立ち会い調査を実施した町屋敷遺跡において、規模の大きな総柱の掘立柱建物跡

が検出された。この件について、横手市教育委員会および県教育庁生涯学習課文化財保護室から調査

協力の要請を受け、急遽、関連遺跡の調査として同遺跡の内容確認調査を実施することになった。そ

の調査結果は、『払田柵跡調査事務所年報2008』に「関連遺跡の内容確認調査－町屋敷遺跡」として

報告した。

平成21年度は、再び横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施した。調査の結果、造山字造山地

内から竪穴部の外側にカマド燃焼部を持つ竪穴建物跡を検出し、８世紀後半代の集落跡を確認した。

成果は『払田柵跡調査事務所年報2009』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。

平成23年度は、過去2回にわたる台地中央部の調査成果を受け、円面・二面硯を出土した東槻遺跡、

丸・平瓦を出土した十三塚遺跡など、官衙との関連が想定される台地東側に対し、蝦夷塚古墳群や町

屋敷遺跡にも近く、雄物川を臨む台地西側における当該期の遺跡の有無を調査することを目的とした。

調査の結果、江戸時代の集落跡及び平安時代の散布地を発見し、造山Ⅲ遺跡として新規登録・周知し、

『払田柵跡調査事務所年報2011』に「関連遺跡の現況調査及び試掘調査」として報告した。

　今年度も引き続き台地西側の調査を進めることとしたところ、「造山の歴史を語る会」および地元

町内会から全面的な協力を得られることになり、造山地区西端部の休耕地を踏査し、試掘調査地点の

選定にあたった。
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第21図　造山地区　調査実施位置図　トレンチ配置図
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遺跡名・所在地  蝦夷塚北遺跡（新発見） 　横手市雄物川町造山字蝦夷塚　地内

調査面積  J地区 合計150㎡

第１トレンチ（Ｊ－１）46㎡、第２トレンチ（Ｊ－２）23㎡、

第３トレンチ（Ｊ－３）18㎡、第４トレンチ（Ｊ－４）21㎡、

第５トレンチ（Ｊ－５）18㎡、第６トレンチ（Ｊ－６）24㎡

調査期間  平成24年10月31日～ 11月14日（埋め戻し・補足調査を含む）

調査担当者  秋田県教育庁払田柵跡調査事務所　学芸主事　五十嵐一治

調査協力者 土地所有者、造山町内会・造山の歴史を語る会、横手市教育委員会文化財保

護課・横手市雄物川地域局

第２節　調査の概要

調査地区・トレンチには平成23年の調査時点でＡ～Ｉ地区として表記していたことから、今回も

継続して一連の番号を付すことにした。その対応は以下のとおりである。

１　蝦夷塚北遺跡（第 21図）
平成23年度に引き続き、造立神社西側を調査対象とした。Ｊ地区は、昨年度調査を実施したＩ地

区のさらに西側、造山地区の立地する台地西端部にあたり、蝦夷塚古墳群の北側に位置する。造山集

落の中心を貫く国道107号の旧道（現市道）沿いの台地西端で、地形的に一段下がる南形集落越しに

雄物川を臨む位置にある。付近はまとまった畑地が残っているが、所有者等の話では旧来から畑作が

行われ開田はされていないという。

（１）第１～３トレンチ

　第１～３トレンチ周辺の所有者の話では、畑地はかつて西側に向けて下がっており、端部に盛土を

施したことはあるが、開田はしていないとのことで、第１トレンチ南側から８世紀末葉の竪穴建物跡

を検出した。２～３トレンチに関しては、表土下に盛土造成跡を確認したため、掘り下げを中止した。

ＳＩ１竪穴建物跡（第22図）

　第１トレンチの南端で検出された。隅丸方形プランを確認したため、東側にトレンチを拡張して把

握に努めたが、規模が大きく南東側に大きく展開する。北西隅から北辺3.3ｍ、西辺2.3ｍまでを調査し、

確認した深さは40cmである。床面は全面が貼床されており、また床直上から多量の炭化物が焼土粒

とともに確認されたため、焼失した家屋と考えられる。明確な主柱穴は確認できなかった。また遺構

構築面上の西側に、竪穴建物方向に傾斜する直径約30cmの柱穴を２基確認しており、屋根を受ける

垂木尻を据えた穴と考えられる。表土（耕作土）直下に確認できたため、耕作による削平・撹乱は受

けている。

　遺物は覆土中から須恵器坏（第24図１～３）、内黒土師器坏（第24図４）、土師器甕（第24図５～９）、

スサ入り焼粘土塊が出土した。須恵器坏は回転ヘラ切りで体部下半に回転ケズリ調整が施され、８世

紀末葉頃の所産と思われる。土師器甕はすべて非ロクロ成形でハケメ調整が施されている。

第５章　関連遺跡の調査
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第22図　ＳＩ１竪穴建物跡（第１トレンチ）

１　黒褐色シルト　地山大粒中量含む 炭中粒多量含む 現代撹乱
２　暗褐色シルト　地山小粒多量含む 炭中粒中量含む 埋め戻し土
３　黒褐色シルト　地山大粒多量含む 炭大粒多量含む 埋め戻し土
４　暗褐色シルト　地山大粒中量含む 炭大～小ブロック多量含む 焼土大粒多量含む 焼失材
５　明黄褐色シルトにⅢ層を斑状に含む よく締まる 貼床

Ⅰ　黒色シルト 畑耕作土
Ⅱ　黒褐色シルト 堅く締まる 鋤床層 地山大粒多量含む
Ⅲ　黒色シルト 地山小粒中量含む 遺構面 縄文遺物包含
Ⅳ　暗褐色シルト 漸移層
Ⅴ　明黄褐色シルト 地山

払田柵跡事務所年報 2012



— 49 —

　第１～３トレンチの遺構外出土遺物としては、第１トレンチから縄文時代の削器（第24図10）・剥片、

奈良時代以降の須恵器坏、土師器坏・甕、焼粘土塊が、２・３トレンチから縄文土器、土師器甕、焼

粘土塊が出土した。なお、第２トレンチで確認した大型のプランをＳＩ２及びＳＫ３として掘り下げ

たが、前記した盛土造成及び撹乱であることが確認され、欠番とした。

（２）第４～６トレンチ

　最西端の第１～３トレンチの東寄りに４・５トレンチを、そして旧国道を挟んで南側に６トレンチ

を設定した。

ＳＫ４土坑（第23図）

　第４トレンチ中央西側で検出し、半截した。開口部は直径1.1ｍの略円形で深さは１ｍ、底面に直

径25cmで深さ20cm程度の小ピットを有する、やや袋状の土坑である。逆茂木を据える陥とし穴か

もしれない。遺物はごく少量の焼粘土塊が出土したのみである

　第４～６トレンチの遺構外出土遺物としては、縄文時代土器・剥片、古代二面硯（第24図19）・土

師器甕、近代以降陶磁器が出土した。縄文土器は縄文時代早期末葉～前期に係るものが一定量出土し

ており（第24図11～ 15）、ＳＫ４も該期に帰属する可能性が高い。

第23図　ＳＫ４土坑（第４トレンチ）

１　Ⅲ層にⅤ層ブロックを縞状に挟む埋め戻し土 長芋作付け痕か
Ⅱ　黒褐色シルト 締まる 表土下の鋤床層 1層由来の地山大粒中量含む 旧耕作土か

Ⅰ

48.900m

1
1

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ
ⅢⅢ

Ⅳ
Ⅳ

（Ⅴ）

A Ｂ

1

（Ⅴ）

2 2

3

4

5

48.300m

ＳＫ４ＳＫ４

第４トレンチ西側第４トレンチ西側

ＡＡ
Ｂ Ｂ

0 2m

第４トレンチ東壁第４トレンチ東壁

１　 黒褐色シルト 地
山小粒多量含む

２　 明黄褐色シルト 
Ⅴ層地山崩落土

３　 黒褐色シルト 1層
と同様だが地山中
粒多量含む

４　３層と同じ
５　 明黄褐色シルト 

Ⅴ層粒再堆積 漸
移的
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２　小結
　造山地区の試掘調査は、平成19・21・23年度に次いで４度目の実施となり、また台地西側を対象

とした２回目の調査となる。

（１）縄文時代

　第４～６トレンチから一定量の縄文時代早期末葉～前期に係る土器破片および剥片が出土した。陥

とし穴の可能性があるＳＫ４も合わせ、該期の縄文集落が調査区周辺の離れた箇所に所在し、Ｊ地区

周辺が狩り場として使用されていたものと思われる。周辺域でも、昨年度調査実施のＨ地区（造山Ⅲ

遺跡）及び台地下の造山Ⅱ遺跡から、縄文時代の遺構・遺物が確認されている。また一段下の段丘と

なるが、調査区の南西側、道地地区の常野遺跡でも縄文時代早～前期の遺物が出土しているため、該

期の集落がより雄物川に近い場所に立地した可能性も考えられる。

（２）古代

　ＳＩ１は、出土遺物から８世紀末葉の竪穴建物跡と考えられ、蝦夷塚古墳群に北接する、この台地

西端部一帯に該期の集落跡が広がることが想定される。

　第４トレンチからは表土中ではあるが二面硯が出土した。昨年度実施のＩ区第１トレンチでも表土

中から二面硯が出土しており、直線距離で500ｍほどしか離れていないことから、近接して官衙に関

連する施設等が存在すると予想されていた。

　今回検出したＳＩ１竪穴建物跡は規模が大きく、ごく一部を精査したに過ぎないが、開田されず削

平が少ない調査区周辺に、奈良時代末の集落が広がることが推定され、「蝦夷塚北遺跡」として新規

に遺跡登録することができた。また南接する蝦夷塚古墳群や、南西約700ｍの距離に所在する、総柱

倉庫群からなる町屋敷遺跡等とは、台地西側に位置するＩ・Ｊ地区との関連が想定され、同地区周辺

における官衙関連施設の存在について、今後も調査を継続する必要性が高まったといえる。

遺物№ 出土位置 層位等 種別 器種 外面調整 内面調整 底面調整 外面色調 口径 底径 器高 備考

第24図１ 第１トレンチ SI01埋土 須恵器 坏 ロクロ→回
転ケズリ ロクロ 回転ヘラ切り 緑灰色 11.6 7.6 3.0 灯明皿

第24図２ 第１トレンチ SI01埋土 須恵器 坏 ロクロ→回
転ケズリ ロクロ 回転ヘラ切り 浅黄色 (12.9) (7.8) 2.9

第24図３ 第１トレンチ SI01埋土段下 須恵器 坏 ロクロ→回
転ケズリ ロクロ 回転ヘラ切り 灰黄色 (13.2) (7.0) 3.2

第24図４ 第１トレンチ SI01埋土 内黒土師器 坏 ケズリ→ナ
デ ミガキ→黒色処理 － にぶい黄燈色 － － －

第24図５ 第１トレンチ SI01埋土 土師器 甕 ハケメ ハケメ － にぶい黄燈色 － － －

第24図６ 第１トレンチ SI01埋土 土師器 甕 ハケメ ハケメ － にぶい黄燈色 － － －

第24図７ 第１トレンチ SI01埋土 土師器 甕 ハケメ ハケメ － にぶい黄燈色 － (8.2) －

第24図８ 第１トレンチ SI01確認面上
(Ⅲ層上面 ) 土師器 甕 ハケメ ハケメ ケズリ→ナデ にぶい黄褐色 － (5.0) －

第24図９ 第１トレンチ SI01埋土 土師器 甕 ハケメ ハケメ ケズリ→ナデ にぶい黄褐色 15.6 7.6 11.1 口縁部ナデ

第24図10 第１トレンチ Ⅰ層 石器 削器 － － － － － － － 折損

第24図11 第５トレンチ Ⅲ層 縄文 深鉢 縄文 条痕 － にぶい黄燈色 － － － 早期末葉

第24図12 第５トレンチ Ⅲ層 縄文 深鉢 撚糸？ ミガキ？ － にぶい黄燈色 － － － 早期末葉

第24図13 第５トレンチ Ⅲ層 縄文 深鉢 撚糸？ ミガキ？ － にぶい黄燈色 － － － 早期末葉

第24図14 第５トレンチ Ⅰ層 縄文 深鉢 縄文 ミガキ － にぶい黄褐色 － － － 前期初頭

第24図15 第５トレンチ カクラン (長芋
穴 ) 縄文 深鉢 縄文 ミガキ － にぶい黄褐色 － － － 前期

第24図16 第６トレンチ Ⅰ～Ⅱ層 縄文 深鉢 縄文 ミガキ － 明褐色 － － －

第24図17 第６トレンチ Ⅲ層 縄文 深鉢 縄文 ミガキ － 黒褐色 － － －

第24図18 第４トレンチ Ⅲ層 縄文 深鉢 縄文 ミガキ － にぶい褐色 － － －

第24図19 第４トレンチ Ⅰ層 陶硯 風字硯 － － － 灰白色 － － － 二面硯
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第24図　蝦夷塚北遺跡　出土遺物
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調査区周辺の航空写真
（1948年、米軍撮影）
大規模耕地整理が行われる前の造山地
区。台地の東西が河川により開析され
るものの、最後まで浸食されずに残っ
た地形であることがよくわかる。第21
図上に対応。

第１トレンチ　ＳＩ１検出状況
（南から）
造山地区の台地の最西端は、開田され
ていない畑地が残っており、蝦夷塚古
墳群の北側に隣接する位置関係となる。
南端部の耕作土直下に竪穴建物跡を検
出。

ＳＩ１　検出状況（西から）
地権者の了解を得て東側に拡張した状
況。隣接する道路は国道107号の旧道
で、竪穴の一部は工事の際に失われて
いる。

図
版
9
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ＳＩ１　調査状況（北西から）
覆土からは多くの土器が出土した。非
ロクロ成形の内外ハケメ調整が施され
た土師器甕が一定量出土した。８世紀
末葉の竪穴建物跡と考えられる。

ＳＩ１　床面　確認状況（西から）
竪穴建物跡の床面は全面貼床が施され
ていた。また床面直上には大量の炭化
物と焼土粒が散乱しており、焼失家屋
と考えられる。

ＳＩ１　外周柱穴 確認状況
（西から）
竪穴の外周に１ｍほど離れて、斜めに
掘り込まれた小ピットを２基検出した。
屋根の垂木尻を据えた穴と思われる。

図
版
10
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ＳＩ１　完掘状況（北西から）
完掘した状況。壁の立ち上がりは緩や
かで周溝はなく、床面からは主柱穴は
確認できなかった。

第４トレンチ　完掘状況（西から）
東側に少し離れると表土も厚くなるが、
長芋等の作付けによる撹乱が大きい。
漸移層～地山面にて円形土坑を確認し
た。４・５トレンチからは縄文早期末
葉～前期の土器が出土した。また表土
から古代の二面硯も出土している。

ＳＫ４　検出状況（西から）
プランは判然としないが、径１ｍほど
の円形土坑である。

図
版
11
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ＳＫ４　調査状況（北から）
覆土中からは、ほとんど遺物は出土し
なかった。

ＳＩ４　半截状況（西から）
下部がやや袋状になり、底面に小ピッ
トが穿たれていた。覆土は自然堆積で
埋め戻し等は無い。逆茂木を立てる陥
とし穴と思われる。

調査区近景　（南西から）
調査区からさら西へ向かうと、雄物川
に臨む、一段低い南形集落となる。こ
の付近には旧河道に取り付くように、
大規模な総柱建物が確認された町屋敷
遺跡が所在し、付近には川湊に関する
遺跡が存在すると思われる。

図
版
12
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第６章　調査成果の普及と関連活動

　調査成果の普及のために、次のような関連する活動を行った。このことは、主に調査班の五十嵐一

治が担当した。

１　諸団体主催行事への協力活動
　発掘調査の現場や、政庁跡、外柵南門・大路周辺地域などにおいて、次の諸団体などの遺跡視察・

研修・見学会に対し、払田柵跡の説明等を行った。

　新潟大学人文学部古代史専攻（中林准教授ほか、７月５日）、秋田大学渡部ゼミ（８月８日）、由利

本荘市南内越公民館歴史講座（10月19日）、平成24年度「よみがえる平安の柵」払田柵再現事業参加

者（大仙市立高梨小学校・横堀小学校、10月29日、※埋蔵文化財センター利部調査班長対応）、古代・

中世における武士階級の発生と展開に関する日仏比較研究巡検（人間文化研究機構　小野正敏理事ほ

か、平成25年１月27日）

２　研修生・インターンシップ・職場体験生徒の受け入れ
　発掘調査実習、遺物整理作業、見学実習などにおいて、次のとおり実施に協力した。

　①大仙市教育委員会文化財保護課　佐藤健太郎主事による第144次調査参加。

平成24年７月下旬～８月上旬（随時）

②「払田柵跡」を素材にした教材作成　　　　　　　　　　　20名　　　平成24年７月27日

　※秋田大学教員免許状更新講習「地域を体験できる日本史」の教材作成への協力

　③大仙市立仙北中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　３名　　　平成24年８月１日

３　平成 24年度払田柵跡環境整備審議会への出席
平成24年11月14日（於：大仙市役所仙北支所）

４　後三年合戦（役）史跡検討会への出席
　平成24年11月19日（於：横手市あさくら館、陣館遺跡）

　平成25年３月14日（於：横手市かまくら館）

５　県内市町村実施学術調査等への指導・協力
①本堂城跡（美郷町） 平成24年６月15日、22日、26日、７月（17日）、19日、８月９日、

②陣館跡（横手市） 平成24年11月16日、11月26日、

③南田東遺跡（同） 平成24年５月14日・17日

④宮東遺跡（同） 平成24年６月15日、７月25日

⑤神谷地遺跡（同） 平成24年７月25日、８月22日・24日、９月27日、10月２日
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６　報告・発表
　①五十嵐一治　　　　県文化財保護協会能代支部歴史講演会「発掘で解く古代能代の謎」

　　　　　　　　　　　平成24年４月28日　能代市中央公民館

　②五十嵐一治　　　　平成24年度　後三年合戦沼柵公開講座　―古代遺跡集中地区と沼柵―

　　　　　　　　　　　「造山地区の関連遺跡調査の成果」

　　　　　　　　　　　平成24年８月４日　横手市雄物川コミュニティセンター

　③五十嵐一治　　　　「秋田・払田柵跡」

　　　　　　　　　　　『木簡研究』第34号

　　　　　　　　　　　平成24年11月25日

　④五十嵐一治　　　　平成24年度　秋田考古学協会研究会　―災害と考古学―

　　　　　　　　　　　「払田柵跡」

　　　　　　　　　　　平成24年12月２日　秋田市文化会館

　⑤五十嵐一治　　　　「払田柵跡関連遺跡調査の成果」

　　　　　　　　　　　平成24年12月25日　横手市雄物川町造山公民館

　⑥五十嵐一治・加藤竜

　　　　　　　　　　　「払田柵跡　－平成24年度調査の概要－」

　　　　　　　　　　　『第39回古代城柵官衙遺跡検討会資料集』

　　　　　　　　　　　平成25年２月23･24日　東北歴史博物館（多賀城市）

　⑦五十嵐一治　　　　特集『古代東北の城柵と災害』「古代東北の城柵と災害　－払田柵跡－」

　　　　　　　　　　　第39回古代城柵官衙遺跡検討会

　　　　　　　　　　　平成25年２月23･24日　東北歴史博物館（多賀城市）

　⑧五十嵐一治　　　　「国史跡払田柵跡　―最近の成果から―」　

　　　　　　　　　　　『出羽路』第152号

　　　　　　　　　　　平成25年２月28日

７　資料の貸出
　　　　【貸出資料】払田柵跡出土資料、造山Ⅰ～Ⅲ遺跡出土資料（須恵器・土師器など）

　　　　　　　 ・横手市雄物川生涯学習センター（『平成24年度　後三年合戦沼柵公開講座　―古

代遺跡集中地区と沼柵―』における遺物展示）

　　　　　　　平成24年８月４日

　　　　【貸出資料】払田柵跡出土資料（木簡）

　　　　　　　・秋田県立博物館（特別展『アンダー×ワンダー　北東北の考古学最前線』）

　　　　　　　平成24年８月１日～平成24年12月15日

　　　　【貸出資料】払田柵跡出土資料（絵馬）

　　　　　　　・本荘郷土資料館（企画展『古代の “いのり” 』展）

　　　　　　　平成24年10月９日～平成25年１月29日
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８　史跡払田柵跡の現状変更
　当事務所では、史跡の管理団体である大仙市と協議・協力の上で遺構と歴史的景観の保護に努めて

いる。しかしながら、やむなく史跡内の現状を変更する場合には、申請者及び関係機関と遺跡保護の

ための協議を重ね、遺跡への影響がない範囲で最小限の現状変更に伴う調査を行っている。

　平成24年度の現状変更申請は、第144次調査を除くと13件であった。これらの対応については、立

ち会い等について当事務所が協力する形で実施したものである。また第145次調査については、秋田

県仙北地域振興局農林部によるほ場整備事業計画区域に係る事前の発掘調査として現状変更許可を申

請し実施されたものである。

史跡払田柵跡　現状変更一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※対応・立会日は、平成25年２月４日までの状況

番号 申請者 申請地 申請理由 申請年月日 許可年月日 対応立会日 備考

1 秋田県 仙北郡美郷町本堂城回　地内
仙北郡美郷町道　本堂城回１号線 工作物設置 平成24年１月19日 平成24年2月10日

　　（市許可） 美郷町教委立会 美郷町経由
ガードレール設置

2 秋田県 美郷町本堂城回字百目木　地内　　
大仙市払田字森合　地内 水路設置 平成24年３月５日 平成24年４月20日 県教委立会 美郷町経由

計画変更あり

3 秋田県 美郷町本堂城回字百目木　地内　　
大仙市払田字森合　地内

発掘調査
（第145次調査）

平成24年３月７日 平成24年４月30日 県教委調査 美郷町経由
計画変更あり

4 大仙市 大仙市払田字百目木　地内 盛土整地工事 平成24年３月23日 平成24年４月20日 平成24年８月31日 史跡整備

5 大仙市 大仙市払田字長森17－１　先　　
市道仙北15号線

道路舗装補修 平成24年７月10日 平成24年７月10日
　　（市許可） 平成24年７月25日

6 個人 大仙市払田字早坂207 パイプ車庫設置 平成24年７月23日 平成24年８月29日 平成24年９月11日

7 個人 大仙市払田字森崎147－１　外 水田畦畔除去 平成24年７月30日 平成24年８月24日
　　（市許可） 平成24年８月27日

8 個人 大仙市払田字館前４－９　外 水田畦畔除去 平成24年10月１日 平成24年10月５日
　　（市許可） 平成24年10月９日

9 個人 大仙市払田字館前４－９　外 水田整地 平成24年10月22日 平成24年11月16日 平成24年11月19日

10 個人 大仙市払田字大谷地75　外 暗渠排水管敷設 平成24年10月29日 平成24年11月16日 平成24年11月19日

11
高梨地区農地・水・
環境保全組織 大仙市払田字早坂　外 水路改修 平成24年10月29日 平成24年12月14日 平成24年１月25日

12 秋田県 美郷町本堂城回字百目木　地内　　 用水取水管敷設 平成24年12月７日 平成25年１月18日 平成25年２月４日

13 秋田県 大仙市払田字森合　地内 立木伐採 平成25年１月11日 平成25年１月17日
　　（市許可） 平成25年１月19日
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払田柵跡調査事務所の沿革
  年月 事項
昭和 49. 4 「秋田県払田柵跡調査事務所」を仙北町公民館（高梨字田茂木）内に設置。
   第１次５年計画調査を開始。
  49. 8  調査・研究の適正な実施を図るため、顧問２名を委嘱して指導体制を確立。顧問には秋田大学教授・

新野直吉氏（～調査指導委員として現在に至る）と多賀城跡調査研究所長・岡田茂弘氏に委嘱。
  50. 6  岡田茂弘氏の文化庁転出に伴い、多賀城跡調査研究所長の氏家和典氏に顧問を委嘱。（～昭和52年度）
  50.10 第７次調査区（外柵南門跡北側）で「嘉祥二年」銘の木簡出土。
  52. 5 第12次調査区で政庁正殿跡を検出。
  54. 4  事務所を史跡内の払田字館前100番地にある独立した建物内に移設。第２次５年計画調査を開始。
  55. 3  第６回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。
  56.10 秋田県埋蔵文化財センター開設に伴い、事務所も同所内に移転、現在に至る。
  57. 8 常陸宮殿下・同妃殿下　政庁跡を御視察される。
  57.11 ホイド清水（第49次調査区ＳＥ550）から「絵馬」や第16号木簡など出土。
  58. 6  国立歴史民俗博物館教授岡田茂弘氏に再び顧問を委嘱する（～調査指導委員として現在に至る）。
  59. 4 第３次５年計画調査を開始。
  59. 5 第55次調査区で外郭南門跡を検出、４時期であることを確認。
  60. 3 正報告書第１集『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』を公刊。
  61. 4 事務所の名称が「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称される。
  61. 5 第65次調査区で外郭南門跡に接続する石塁を検出、古代東北城柵遺跡では初見。
  62. 5 第68次調査区で外郭東門跡を検出。
  63. 6 史跡の追加指定がなされ、指定面積は894,600㎡となる。
平成 1. 1  第73次調査で検出された外柵材木塀のうち３本の角材を年輪年代測定した結果、最外年輪測定年代

が、西暦801年と特定された。このことから、外柵の成立年代すなわち払田柵の創建がこの頃であ
ることが確実となった。

  1. 4 第４次５年計画調査を開始。
  1. 8 第81次調査区で外郭西門跡の柱掘形を検出、これで外柵・外郭の８門跡は全て確認。
  6. 4 第５次５年計画調査を開始。
  7. 2  第21回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。特集テーマ『払田柵跡発掘20年の成果から－城柵

研究の新たな視点を求めて－』。
  7. 3 『払田柵を掘る－払田柵跡調査20周年記念誌－』刊行。
  8. 9  第107次調査区（外郭北門跡東側）では、木道に転用されていた角材が上下端とも残存し、全長

4.6ｍであったことから、外郭材木塀の高さ（約3.6ｍ）が明確となる。
  11. 3 正報告書第２集『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』を公刊。
  11. 4 第６次５年計画調査を開始。長森丘陵部西側を主な調査対象区とする。
  13. 9  第119次調査区（長森西端部）では緩斜面地を段状・平坦に整地させた面に鍛冶・鋳造関係の工房

跡が複数存在することが判明。「出羽」と刻書された土器も出土。
  14. 4 調査事務所に班制が敷かれ、調査班、総務班となる。
  15.10 第122次調査区（長森中央西側）で瓦質土器、第６号漆紙文書が出土。
  16. 4 第７次５年計画調査を開始、真山地区を調査対象区に組み入れる。
   本次計画において初めて「払田柵跡関連遺跡の現況調査」を明文化。
  16. 9 第125次調査区（真山丘陵部）で古代の火葬墓を検出、古代墓は初出。
  17. 4  調査研究等の事業を適正に実施するため、「史跡払田柵跡調査指導委員会」を設置し、４名の委員

を委嘱。
  19.11  関連遺跡の試掘調査として、横手市雄物川町造山地区を試掘。８世紀代の集落遺跡を新発見。十足

馬場南遺跡とする。
  20. 7  関連遺跡の内容確認調査として、横手市町屋敷遺跡において“稲倉跡”とも推測される大型の総柱掘

立柱建物跡を検出。時期は９世紀後半。
  21. 3 正報告書第３集『払田柵跡Ⅲ－長森地区－』を公刊。
  21. 4 第８次５年計画調査を開始。沖積地部を主な調査対象区とする。
  21. 5 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として第139次調査を実施。
  21.11  関連遺跡の調査で、造山遺跡から８世紀中頃～後半代の竪穴住居跡を検出。カマドの構造から坂東

を出自とする集団による移民集落の住居跡か。
  22. 5 第141次調査を実施。
  22. 8 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として、能代市大館跡の調査を実施。
  23. 6 第142次調査を実施
  23.11 関連遺跡の調査で、造山Ⅲ遺跡を新発見。
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払田柵跡調査事務所　要項

１　組織規定

秋田県教育委員会行政組織規則（抄）

　第八条 生涯学習課の分掌事務は、次のとおりとする。

十五 払田柵跡調査事務所に関すること。

２ 生涯学習課文化財保護室は、前項第六号に掲げる事務のうち文化財の保護に関するこ

と及び同項第十号から十六号までに掲げる事務を分掌する。

　第十三条 払田柵跡調査事務所の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 大仙市

２  払田柵跡調査事務所の分掌事務は、次のとおりとする。

一 史跡払田柵跡の発掘及びこれに伴う出土品の調査研究に関すること。

二 史跡払田柵跡の環境整備に関すること。

２　職員        （平成25年３月現在）
職 氏　名 備　考

 所　長  高橋　　務  本務　秋田県埋蔵文化財センター所長

 副主幹兼総務班長  松橋　浩治  本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班長

 主　査  柴田　真希  本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班

 主　査  小松　正典  本務　秋田県埋蔵文化財センター総務班

 学芸主事兼調査班長  五十嵐一治  （兼務　秋田県埋蔵文化財センター調査班）

 文化財主任  加藤　　竜  本務　秋田県埋蔵文化財センター調査班

３　調査指導委員

国指定史跡払田柵跡の調査研究等の事業を適正に実施するため、史跡払田柵跡調査指導委

員会を設置し、４名の委員を委嘱した。

（『史跡払田柵跡調査指導委員会設置要綱』平成17年４月１日実施）

史跡払田柵跡調査指導委員名簿

氏　名 現　職　等 専門分野

委 員 長  新野　直吉  秋田大学名誉教授・秋田県立博物館名誉館長 古代史

副 委 員 長  岡田　茂弘  国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学

委 員  黒崎　　直  富山大学名誉教授 考古学

委 員  熊田　亮介  秋田大学理事（兼）副学長 古代史
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所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特記事項
払 田 柵 跡
第 1 4 4 次

城　　 柵 平安
時代

溝跡１条、盛土整
地地業１か所、掘
立柱建物跡１棟、
土坑１基

須恵器、土師器、
木製品　外

沖積地部の調査、外
郭南門東方官衙域

第 1 4 5 次 材木塀２条、溝跡
42条、 土 坑11基、
柱穴24基、河川跡
30か所 

須恵器、土師器、
木製品　外

外柵北門周辺におけ
る県営ほ場整備事業
に係る事前調査

蝦夷塚北遺跡 集 落 跡 縄文時代、
奈良・平安
時代

竪穴遺構１軒、土
坑１基、柱穴様
ピット

縄文土器・石器・
剥片、須恵器、土
師器、二面硯　外

関連遺跡調査（保存
目的内容確認調査）

要 　 約 　払田柵跡第144次は、第８次５年計画の４年度であり、長森丘陵南側の沖積地部
を対象とした。第142次調査を補完するように、外郭南門東方官衙域を調査した結
果、掘立柱建物跡と考えられる柱穴列及び土坑を検出した。柱穴列は10尺強の間尺
で３基が東西にならび、西端の柱穴と重複して新しい土坑により大半が壊されてい
る。またこの土坑はＳＤ2001溝跡と重複して旧いため、両者とも10世紀初頭以前の
所産と考えられる。第94次調査で確認されたＳＢ1058掘立柱建物跡と軸線を共有す
るため、関連性が想定される。
　第145次は県営ほ場整備事業に係る事前調査で、従来から詳細位置が不明であっ
た外柵北門周辺における土地改変の様相が、ある程度把握された。また調査区北西
部において、外柵線より50ｍほど外側に10世紀初頭と考えられる遺構群が検出され、
外柵滅失後における柵関連遺構として捉えられる。
　関連遺跡の調査では、Ｈ19・21・23年度に引き続き横手市雄物川町造山地区を調
査した。今年度は雄物川を臨む台地西端部を調査区とし、未開田の畑地に奈良時代
末頃の集落跡が広がることを確認し、蝦夷塚北遺跡として登録した。
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